
441

行政法を構成する専門職自主法（四・完）（安田）

　
　

序
章

　
　

第
一
章　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
と
そ
れ
が
軽
視
し
た
観
点
︵
以
上
、
二
四
八
号
︶

　
　

第
二
章　

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
か
ら
構
成
さ
れ
る
州
行
政
法
︵
以
上
、
二
四
九
号
︶

　
　

第
三
章　

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

　
　
　

第
一
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合　

　
　
　

第
二
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合
に
対
す
る
司
法
審
査
︵
以
上
、
二
五
一
号
︶

　
　
　

第
三
節　

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

　
　
　
　

一　

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
が
つ
く
る
接
合
の
関
係
性　

　
　
　
　

二　

権
力
・
権
限
︵pow

er

︶
に
焦
点
を
あ
て
る
行
政
法
︱
︱
司
法
的
救
済
の
思
考
方
法

　
　
　
　

三　

権
能
︵authorization

︶
に
焦
点
を
あ
て
る
行
政
法
︱
︱
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
構
成

　
　
　
　

四　

専
門
職
自
主
法
の
二
機
能
と
国
家
法

　
　
　
　

五　

専
門
職
自
主
法
の
中
に
生
成
す
る
﹁
行
政
法
﹂
の
徴
候

　
　

結
語

論
　
　
説

行
政
法
を
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法
︵
四
・
完
︶

安　

田　

理　

恵



442法政論集　253号（2014）

論　　説

　
　
　
　

一　

行
政
法
の
生
成
︱
︱
﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み

　
　
　
　

二　

専
門
職
自
主
法
を
構
成
す
る
行
政
法

　
　
　
　

三　

行
政
法
を
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法

　
　
　
　

四　

専
門
職
自
主
法
の
中
に
生
成
す
る
﹁
行
政
法
﹂
の
徴
候

第
三
節　

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

一
　
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
が
つ
く
る
接
合
の
関
係
性

医
療
提
供
の
空
間
に
は
、
こ
の
空
間
を
規
律
す
る
法
と
し
て
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
は
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
、
あ
る
い
は
、
相
互
に
接
合
し
一
体
と
な
っ
て
、
医
療
提
供
を
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
一
︶
専
門
職
自
主
法
ま
た
は
制
定
法
令
に
よ
る
単
独
の
規
制

①
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
単
独
の
規
制
：
非
国
家
法
に
よ
る
規
制　

医
療
提
供
の
法
的
規
律
に
は
、
第
一
に
、
専
門
職
自
主
法
単
独
で
行
う
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
師
資
格
や
医
療
の
質
を
保

証
す
る
要
件
に
つ
い
て
、
医
療
職
集
団
は
、
専
門
職
自
主
法
に
定
め
を
置
き
、
医
療
職
集
団
自
ら
が
要
件
審
査
を
行
う
。
そ
し
て
、

こ
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
、
医
療
職
集
団
は
、
た
と
え
ば
医
療
提
供
資
格
を
有
す
る
こ
と
の
認
定
を
行
う
。

専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
こ
の
認
定
の
効
果
は
、
そ
の
専
門
職
自
主
法
を
定
立
し
た
医
療
職
集
団
と
い
う
﹁
社
会
﹂
の
内
部
に
留

ま
る
こ
と
な
く
こ
の
集
団
の
外
部
へ
と
広
が
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
当
該
専
門
領
域
の
関
係
者
が
属
す
る
﹁
空
間
﹂
の
内
部
に
限
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定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
規
制
は
、
国
家
法
で
あ
る
制
定
法
令
が
適

用
さ
れ
る
空
間
と
は
異
な
る
空
間
︱
︱
国
家
内
部
に
存
在
す
る
部
分
社
会
、
あ
る
い
は
、
国
境
を
超
え
て
広
が
る
空
間
︱
︱
の
中
に
、

存
在
す
る
。

②
制
定
法
令
に
よ
る
単
独
の
規
制
：
国
家
法
に
よ
る
規
制

医
療
提
供
の
法
的
規
律
は
、
第
二
に
、
制
定
法
令
単
独
で
行
う
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
医
師
資
格
や
医
療
の
質
を
保
証
す
る

要
件
に
つ
い
て
、
議
会
が
制
定
法
に
定
め
を
置
き
、
行
政
機
関
が
そ
の
委
任
を
受
け
て
法
令
を
制
定
し
そ
こ
に
基
準
を
設
け
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
行
政
機
関
が
個
別
事
案
に
適
用
す
る
と
い
う
過
程
が
あ
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
制
定
法
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂権
限
を
、

行
政
機
関
に
対
し
て
授
権
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
織
に
着
目
す
る
と
、
全
て
の
行
政
の
活
動
は
、
議
会
の
授
権
を
受
け
て
行
政
機
関

が
単
独
で
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
医
療
提
供
の
空
間
に
は
、
制
定
法
と
そ
の
委
任
立
法
に
よ
る
規
制
で
あ
る
行
政

法
規
制
だ
け
が
あ
り
、
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
規
制
は
な
く
、
当
然
、
両
者
の
接
合
も
な
い
。

制
定
法
令
に
基
づ
く
認
定
の
効
果
は
、
国
家
法
の
通
用
範
囲
、
す
な
わ
ち
国
境
で
区
切
ら
れ
た
一
国
家
の
領
土
の
内
部
に
原
則
と

し
て
限
定
さ
れ
る
。

︵
二
︶
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
接
合

医
療
提
供
の
空
間
に
お
い
て
、
そ
の
法
的
規
律
は
、
こ
れ
ま
で
本
稿
が
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と

が
接
合
し
て
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
制
定
法
令
は
、
ま
ず
、
組
織
の
レ
ベ
ル
で
、
①
医
療
職

集
団
を
指
定
す
る
、
②
医
療
職
集
団
を
設
置
す
る
、
ま
た
は
、
③
行
政
機
関
に
よ
る
医
療
職
集
団
と
の
委
託
契
約
の
根
拠
を
置
く
、

と
い
う
三
つ
の
型
の
組
織
的
接
合
を
つ
く
る
。
次
に
、
制
定
法
令
は
、
要
件
お
よ
び
法
効
果
に
つ
い
て
、
一
定
の
定
め
を
お
く
。
制
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定
法
令
は
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
を
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
で
接
合
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

上
記
組
織
的
接
合
の
ど
の
型
に
お
い
て
も
、
制
定
法
令
が
つ
く
る
空
間
と
専
門
職
自
主
法
が
つ
く
る
空
間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
す

る
。
こ
こ
で
は
、
制
定
法
令
が
つ
く
る
空
間
と
専
門
職
自
主
法
が
つ
く
る
空
間
と
の
接
合
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
関
係
性
と
い
う
視
点

か
ら
医
療
提
供
の
法
的
規
律
を
検
討
す
る
。

①
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
：
指
定
型
接
合

制
定
法
令
の
空
間
で
は
、
制
定
法
は
、
ま
ず
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
定
め
、
か
つ
、
医
療
提
供
資
格
等
の

法
定
要
件
︵﹁
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
﹂、﹁
行
政
機
関
に
よ
る
認
定
﹂
等
︶
に
つ
い
て
も
定
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
制
定
法
の
規

定
を
受
け
て
、
制
定
法
令
は
、
特
定
の
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
。
こ
の
指
定
さ
れ
た
組
織
を
媒
介
に
し
て
、
制
定
法
令
の
空
間
は
、

専
門
職
自
主
法
の
空
間
と
接
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
法
の
視
野
の
中
に
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
が
み
え
て
く
る
こ
と
と
な

る
。
そ
こ
に
は
、
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
い
う
二
つ
の
空
間
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
空
間
が
登
場
し
て
い
る
。

専
門
職
自
主
法
の
空
間
で
は
、
医
療
職
集
団
は
、
た
と
え
ば
医
療
提
供
資
格
を
認
定
す
る
た
め
の
基
準
を
定
立
し
、
こ
の
基
準
を

個
別
事
案
に
適
用
し
、
医
療
提
供
資
格
を
認
定
す
る
。
こ
の
医
療
職
集
団
に
よ
る
基
準
適
合
性
認
定
行
為
は
、
制
定
法
令
に
よ
る
指

定
を
通
じ
て
、
行
政
法
の
空
間
に
取
り
込
ま
れ
内
面
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
組
織
的
に
、
こ
の
医
療
職
集
団
は
、
制
定
法
令
に
よ
る

指
定
を
通
じ
て
、
制
定
法
令
単
独
の
空
間
で
は
﹁
行
政
機
関
﹂
と
み
な
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
か
ら
構

成
さ
れ
る
空
間
で
は
﹁﹃
行
政
﹄
機
関
﹂
で
あ
る
。
ま
た
、
規
範
的
に
、
指
定
医
療
職
集
団
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
基
準
は
、
制
定
法

令
単
独
の
空
間
で
は
﹁
行
政
立
法
﹂
と
み
な
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
が
接
合
し
て
い
る
空
間
で
は
﹁﹃
行

政
﹄
立
法
﹂
で
あ
る
。
個
別
事
案
へ
の
基
準
適
用
行
為
は
、
制
定
法
令
単
独
の
空
間
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
が
名
あ
て
人
に
対
し

て
行
う
﹁
行
政
処
分
﹂
と
み
な
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
が
接
合
し
て
い
る
空
間
に
お
い
て
は
、
医
療
職
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集
団
が
名
あ
て
人
に
対
し
て
行
う
﹁﹃
行
政
﹄
処
分
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
行
政
機
関
に
よ

る
﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
が
、
法
定
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
に
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
と
制
定
法
令
の
空
間

と
い
う
二
つ
の
空
間
が
一
つ
と
な
っ
た
こ
の
空
間
で
は
、
名
あ
て
人
に
対
し
て
、
一
つ
の
法
・﹁
法
﹂
効
果
を
及
ぼ
す
仕
組
み
を
み

る
こ
と
が
で
き
る(335)

。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
指
定
さ
れ
た
組
織
を
媒
介
に
し
て
、
接
合
が
生
じ
て
い
る
。
医
療
提
供
を
規
律
す
る
法
と
い
う
一
つ

の
法
構
造
︵
構
成
体
︶
に
お
い
て
、
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
な
構
成
要
素
で
あ
り
つ
つ
一
つ
の
構
成

体
と
し
て
、
接
合
・
浸
透
し
、
統
一
さ
れ
た
法
構
造
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
設
置
：
法
定
設
置
型
接
合

制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
設
置
を
通
し
た
接
合
の
場
合
、
制
定
法
令
が
つ
く
る
空
間
で
は
、
制
定
法
は
、
医
療
扶
助
給

付
の
法
定
要
件
︵﹁
医
学
上
必
要
﹂
等
︶
を
定
め
る
。
ま
た
、
制
定
法
令
は
、
行
政
機
関
に
対
し
て
、
医
療
扶
助
給
付
の
大
綱
的
指

針
を
定
立
す
る
権
限
、
お
よ
び
、
法
定
要
件
適
合
者
へ
の
医
療
扶
助
の
給
付
権
︵
効
果
︶
を
授
権
す
る
。
そ
し
て
、
法
定
要
件
審
査

に
つ
い
て
は
、
制
定
法
令
が
、
医
療
職
集
団
を
設
置
し
こ
れ
を
行
う
も
の
と
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
定
法
令
は
、
専
門
職
自
主

法
の
空
間
に
、
大
綱
的
要
件
で
あ
る
法
定
要
件
の
具
体
化
を
委
ね
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
専
門
職
自
主
法
が
つ
く
る
空
間
で
は
、

法
定
設
置
さ
れ
た
医
療
職
集
団
は
、
法
定
要
件
の
審
査
基
準
を
定
立
し
、
そ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
個
別
に
審
査
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
の
法
定
設
置
を
通
し
て
も
、
制
定
法
令
の
空
間
に
は
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
が
接
合
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
専
門
職
自
主
法
の
空
間
は
、
制
定
法
令
に
よ
っ
て
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
旦
、
専
門
職
自
主

法
の
空
間
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
医
療
職
集
団
は
、
た
と
え
ば
医
療
行
為
が
﹁
医
学
上
必
要
﹂
か
否
か
の
審
査
基
準
を
定
立
し
、
基
準

の
個
別
適
用
行
為
も
行
う
。
そ
の
限
り
で
は
、
民
間
医
療
保
険
会
社
の
活
動
等
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
な
専
門
職
自
主
法
の
空
間
は
、
医
療
職
集
団
の
法
定
設
置
を
通
し
て
、
ま
ず
、
組
織
の
レ
ベ
ル
で
接
合
し
、
続
い
て
、

法
定
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
で
接
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
定
要
件
該
当
性
の
審
査
基
準
の
定
立
権
と
審
査
権
が
、
医
療
職
集
団
に
対

し
て
、
制
定
法
令
か
ら
授
権
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
接
合
を
通
じ
て
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
自
主
基
準
は
、
法
定
要
件

の
審
査
基
準
と
な
り
、す
な
わ
ち
﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
と
な
る
。
そ
し
て
、医
療
職
集
団
に
よ
る
個
別
事
案
へ
の
基
準
適
用
行
為
は
、

制
定
法
令
単
独
の
空
間
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
が
名
あ
て
人
に
対
し
て
行
う
﹁
行
政
処
分
﹂
で
あ
る
が
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定

法
令
が
接
合
し
て
い
る
空
間
に
お
い
て
は
、
医
療
職
集
団
が
名
あ
て
人
に
対
し
て
行
う
﹁﹃
行
政
﹄
処
分
﹂
と
な
る
。

③
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
と
行
政
機
関
と
の
委
託
契
約
：
委
託
契
約
型
接
合

委
託
契
約
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
に
よ
る
要
件
審
査
を
定
め
る
制
定
法
令
の
空
間
で
は
、
①
連
邦
制
定
法
令
に
基
づ
い
て
、
連
邦

行
政
機
関
が
大
綱
的
基
準
の
定
立
権
お
よ
び
金
銭
給
付
権
を
有
し
、
②
州
制
定
法
令
に
基
づ
い
て
、
州
の
行
政
機
関
が
設
置
さ
れ
、

こ
の
行
政
機
関
が
審
査
基
準
の
定
立
権
お
よ
び
個
別
基
準
適
用
権
を
有
す
る
。
連
邦
法
も
州
法
も
、
医
療
扶
助
給
付
を
行
う
た
め
の

組
織
を
設
置
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
組
織
に
権
限
を
授
権
し
て
い
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
連
邦
法
と
州
法
と
の
間
で
役
割
分
担

は
あ
る
も
の
の
、
医
療
扶
助
給
付
の
た
め
の
制
定
法
構
造
は
、
連
邦
お
よ
び
州
の
制
定
法
令
に
よ
っ
て
完
結
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
州
の
制
定
法
令
は
、
連
邦
の
大
綱
的
指
針
を
具
体
化
し
た
基
準
の
定
立
と
そ
の
適
合
性
審
査
を
、
契
約
に
基
づ
い

て
、
医
療
職
集
団
に
委
託
し
て
い
る
。
委
託
契
約
を
通
じ
て
、
州
法
お
よ
び
連
邦
法
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
制
定
法
令
の
空

間
に
は
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
が
接
合
す
る
こ
と
と
な
る
。
専
門
職
自
主
法
の
空
間
に
は
、
複
数
の
医
療
職
集
団
が
存
在
し
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
職
集
団
の
中
に
、
専
門
職
自
主
法
が
あ
る
。
こ
れ
ら
医
療
職
集
団
の
一
つ
が
、
医
療
扶
助
の
要
件
審
査
業
務

を
、
契
約
形
式
で
委
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
形
式
的
に
は
、
制
定
法
令
は
行
政
機
関
を
設
置
し
、
同
時
に
、
行
政
機
関

に
対
し
て
給
付
要
件
該
当
性
の
審
査
権
限
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
要
件
審
査
の
形
式
的
な
枠
組
み
は
制
定
法
令
が
つ
く
っ
て
い
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る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
委
託
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
医
療
職
集
団
が
つ
く
る
専
門
職
自
主
法
で
あ
る
。
専
門
職
自
主
法
と
制

定
法
令
と
は
、
形
式
を
制
定
法
令
が
定
め
、
内
容
は
専
門
職
自
主
法
が
充
填
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
接
合
が
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
一
旦
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
で
接
合
が
み
ら
れ
れ
ば
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
と
し
て
通
用
す
る
こ

と
は
、
指
定
型
お
よ
び
法
定
設
置
型
と
同
様
で
あ
る
。

︵
三
︶
制
定
法
令
を
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法

上
記
三
つ
の
型
の
接
合
に
共
通
し
て
い
る
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
型
の
接
合
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
制
定

法
令
が
、
医
療
提
供
を
規
律
す
る
枠
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
定
法
令
が
、
行
政
機
関
を
設
置
し
、
規
制
の
要
件
お

よ
び
効
果
を
定
め
る
。
次
に
、
制
定
法
令
は
、
専
門
職
自
主
法
に
対
し
て
、
法
定
要
件
の
審
査
を
委
ね
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
定
法

令
が
定
め
る
行
政
法
規
制
は
、
専
門
職
自
主
法
を
構
成
要
素
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
の
型
の
接
合
に
つ
い
て
、

上
記
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
制
定
法
令
が
医
療
提
供
の
法
的
規
律
を
主
導
し
て
い
る
姿
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
に
は
制
定
法
令
か
ら
専
門
職
自
主
法
を
み
る
視
点
が
あ
る
。
制
定
法
令
が
つ
く
っ
た
仕
組
み
の
中
に
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
が
取
り
込
ま
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
内
面
化
す
る
か
と
い
う
問

い
が
こ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
制
定
法
令
の
中
へ
の
専
門
職
自
主
法
の
内
面
化
と
い
う
点
で
共
通
す
る
三
つ
の
型
の
接
合
は
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
有
の
内
面
化
の
形
式
と
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

指
定
と
い
う
形
式
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
接
合
で
は
、
法
効
果
は
制
定
法
に
基
づ
い
て
付
与
さ
れ
る
が
、
そ

の
法
効
果
が
付
与
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
法
が
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
連
続
的
に
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
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れ
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
関
係
性
は
分
節
的
で
あ
る(336)

。
な
か
で
も
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
認
定
が
そ

れ
自
体
単
独
で
法
定
要
件
と
な
る
単
独
型
接
合
の
場
合
、
専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
が
定
め
る
要
件
審
査
の
段
階
に
お
い
て
こ
れ

を
完
全
に
実
施
し
、
そ
の
結
論
に
対
し
て
次
に
行
政
機
関
が
法
効
果
を
付
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
認
定
が

制
定
法
令
に
基
づ
く
認
定
と
併
用
ま
た
は
選
択
さ
れ
て
法
定
要
件
と
な
る
併
用
型
接
合
ま
た
は
選
択
型
接
合
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、

法
定
要
件
審
査
の
段
階
で
、
そ
の
一
部
を
専
門
職
自
主
法
が
実
施
す
る
。
こ
の
場
合
、
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
専
門
職
自
主
法
が

行
う
部
分
が
単
独
型
接
合
に
比
べ
て
少
な
い
と
は
い
え
、
そ
こ
に
も
や
は
り
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
分
節
的
関
係
性
が

存
在
し
て
い
る
。

法
定
設
置
、
お
よ
び
、
委
託
契
約
の
形
式
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
接
合
に
お
い
て
は
、
専
門
職
自
主
法
に
基

づ
く
認
定
自
体
は
、
法
定
要
件
と
は
な
ら
な
い
。
法
定
要
件
充
足
の
判
断
お
よ
び
法
効
果
の
付
与
に
関
し
て
は
、
行
政
機
関
が
権
限

を
も
つ
。
こ
の
制
定
法
令
が
定
め
る
要
件
の
審
査
の
段
階
で
初
め
て
、
そ
し
て
、
法
定
要
件
審
査
の
段
階
で
の
み
、
専
門
職
自
主
法

が
登
場
す
る
。
法
定
要
件
審
査
の
中
で
、
す
な
わ
ち
、
制
定
法
令
に
基
づ
い
た
行
政
機
関
に
よ
る
認
定
の
中
に
、
専
門
職
自
主
法
に

基
づ
く
認
定
は
、
内
面
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
法
定
設
置
型
接
合
と
委
託
契
約
型
接
合
と
の
異
な
る
点
は
、
医
療
職
集
団
が
、
制
定
法
令
に
基
づ
い
て
外
生
的
に

つ
く
ら
れ
た
か
、
ま
た
は
自
生
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
医
療
職
集
団
の
組
織
法
上
の
生
成
の
あ
り
方
で
あ
る
。
法
定
設
置

型
接
合
に
お
け
る
医
療
職
集
団
は
、
制
定
法
令
に
基
づ
い
て
、
私
的
主
体
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た(337)

。
他
方
、
委
託
契
約

型
接
合
に
お
け
る
医
療
職
集
団
は
、
制
定
法
令
が
つ
く
る
市
場
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
成
立
は
自
生
的
で
あ
る
。

法
定
設
置
型
接
合
お
よ
び
委
託
契
約
型
接
合
は
、
法
定
要
件
審
査
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
形
式
か
ら
い
え
ば
全
て
、
政
府
が
行

う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
定
設
置
ま
た
は
委
託
契
約
に
よ
っ
て
、
法
定
要
件
審
査
に
お
け
る
基
準
の
内
容
の
定
立
お
よ
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び
そ
の
適
用
は
、
専
門
職
自
主
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
法
定
設
置
型
接
合
と
委
託
契
約
型
接
合
は
、
形
式
と

内
容
の
両
面
で
、
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
が
最
も
相
互
に
浸
透
し
て
い
る
接
合
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
医
療
提
供
に
お
け
る
法
的
規
律
を
み
る
と
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
が
主
体
と
な
り
、
そ
し
て
専
門
職
自
主
法
が
客
体

と
な
る
と
い
う
両
者
の
関
係
性
を
有
す
る
法
構
造
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法

は
、
専
門
職
自
主
法
を
行
政
法
目
的
実
現
の
た
め
の
要
素
と
し
て
、
行
政
法
の
枠
の
中
で
再
構
成
し
て
い
る
。
専
門
職
自
主
法
は
、

制
定
法
令
を
介
し
て
行
政
法
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
接
合
の
型
の
違
い
に
よ
っ
て
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
が
専
門
職
自

主
法
を
構
成
す
る
あ
り
方
は
異
な
っ
て
い
る
。

二
　
権
力
・
権
限
（pow

er

）
に
焦
点
を
あ
て
る
行
政
法
―
―
司
法
的
救
済
の
思
考
方
法

制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
は
、
上
述
の
よ
う
な
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

型
の
接
合
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
伝
統
的
に
は
裁
判
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

裁
判
所
は
、
そ
の
接
合
の
あ
り
方
︵
型
︶
の
種
差
に
つ
い
て
十
分
に
関
心
を
払
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
制
定
法
令
と
専
門
職
自

主
法
と
の
接
合
の
型
如
何
に
拘
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
画
一
的
か
つ
一
律
に
、
ま
ず
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
が
、
委
任
禁
止

法
理
に
反
す
る
か
否
か
、
ま
た
は
／
お
よ
び
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い
う
二
つ
の
判
例
法
理
を
用
い
て
、

専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
に
対
す
る
審
査
を
行
う
こ
と
が
通
例
で
あ
る(338)

。

︵
一
︶
委
任
禁
止
法
理
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
に
お
い
て
裁
判
所
が
有
す
る
視
点
：
権
力
・
権
限
︵pow

er

︶

裁
判
所
が
委
任
禁
止
法
理
ま
た
は
／
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
を
用
い
る
と
き
、
裁
判
所
は
、
国
家
の
権
力
・
権
限
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︵pow
er

︶
の
所
在
、
定
義
、
効
果
︵
一
方
的
法
効
果
︶
を
問
う
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る(339)

。　

委
任
禁
止
法
理
は
、
国
家
の
権
限
を
ど
の
組
織
に
分
配
す
る
か
を
問
う
判
例
法
理
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
た
と
え
ば
国
家
の
権

力
分
立
原
理
か
ら
導
か
れ
る(340)

。
委
任
禁
止
法
理
に
お
い
て
そ
も
そ
も
議
論
さ
れ
た
の
は
、
行
政
機
関
に
対
し
て
、
国
家
の
権
限
︵
裁

判
所
が
有
す
る
司
法
権
、
議
会
が
有
す
る
立
法
権
︶
を
委
任
す
る
こ
と
の
該
当
性
お
よ
び
合
憲
性
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
派
生
と

し
て
、
私
的
主
体
に
対
す
る
国
家
権
限
の
委
任
に
つ
い
て
も
併
せ
て
議
論
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
委
任
禁
止
法
理
は
、
公
私
に
関

わ
り
な
く
ど
の
機
関
︵
ま
た
は
組
織
︶
が
国
家
の
権
限
を
有
す
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
裁
判
所
は
、
国
家
の
権
限

の
所
在
に
視
点
を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
い
う
組
織
の
レ
ベ
ル
で
の
接
合
を
問
題
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
と
は
、
国
家
の
行
為
と
同
視
で
き
る
私
的
主
体
の
行
為
と
は
何
か
に
関
す
る
判
例
法
理
で

あ
る
。
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
判
断
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
は
、
多
く
の
判
断
基
準
を
示
し
て
き
た(341)

。
こ
れ
ら
の
判
断

基
準
を
本
稿
と
の
関
連
で
大
き
く
分
類
す
る
と
す
れ
ば
、
①
﹁
国
家
の
行
為
﹂
自
体
を
特
定
し
こ
れ
と
の
同
一
性
を
抽
出
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
と
、
②
﹁
国
家
の
行
為
﹂
自
体
を
特
定
す
る
こ
と
な
く
国
と
私
的
主
体
と
の
関
係
性
の
密
度
を
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
場
合
に
は
、ま
ず
﹁
国
家
の
行
為
﹂
の
定
義
が
必
要
と
な
る
。﹁
国
家
の
行
為
﹂
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

︵
ａ
︶
行
為
主
体
で
あ
る
国
家
機
関
が
憲
法
ま
た
は
制
定
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、︵
ｂ
︶
こ
の
機
関
が
当
該
行
為
を

な
す
た
め
の
﹁
権
限
﹂
が
憲
法
ま
た
は
制
定
法
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
う
要
件
を
、二
つ
と
も
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
私
的
主
体
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
が
問
題
と
な
る
状
況
で
は
、︵
ａ
︶
の
条
件
は
満
た
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
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﹁
国
家
の
行
為
﹂
と
の
同
一
性
を
問
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
核
心
と
な
る
要
素
は
、
私
的
主
体
の
行
為
が
国
家
か
ら
国
家
機
関
に

授
権
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
﹁
権
限
﹂
と
同
質
・
等
価
で
あ
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
国
家
の
権

限
と
は
何
か
と
い
う
、
国
家
権
限
の
定
義
で
あ
る
。

②
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
場
合
に
は
、
国
家
の
権
限
を
定
義
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
政
府
と
私
的
主
体
の
距
離
・
一
体

性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
た
と
え
ば
密
接
な
関
係
性
等
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
判
断
基
準
は
、

政
府
と
私
的
主
体
の
距
離
を
問
い
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
私
的
主
体
の
行
為
が
、
政
府
の
行
為
と
同
様
に
、
名
あ
て
人
に
対
し
て

一
方
的
な
法
効
果
を
与
え
る
か
、
を
問
う
て
い
る
。
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
の
中
で
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
の
名
あ
て
人
に
対

す
る
法
効
果
の
一
方
性
、
す
な
わ
ち
、
権
力
性
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
形
式
の
種
差
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
わ
ず
、

一
律
か
つ
画
一
的
に
、
委
任
禁
止
法
理
に
違
反
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
／
お
よ
び
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当

す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
審
査
す
る
。
こ
れ
ら
の
審
査
を
通
し
て
、
裁
判
所
は
、
国
家
の
権
力
・
権
限
の
所
在
、
定
義
、
効
果
︵
一

方
的
法
効
果
︶
を
問
い
か
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
委
任
禁
止
法
理
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
は
、
国
家
の
権
力
・
権

限
の
所
在
等
に
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
そ
の
思
考
方
法
と
い
う
点
で
、
国
家
・
行
政
中
心
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

︵
二
︶
委
任
禁
止
法
理
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
の
射
程
：
公
法
に
よ
る
救
済

こ
の
よ
う
な
委
任
禁
止
法
理
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
と
い
う
二
つ
の
判
例
法
理
は
、﹁
権
力
・
権
限
の
所
在
、
定
義
、
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効
果
﹂
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
の
あ
り
方
を
決
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
職
集
団
の
決
定
の
合
理
性
ま
た
は
そ
の
決
定
手
続
の
適
正
さ
を
審
査
す
る
前
段
階
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、﹁
医
療
職
集

団
を
行
政
機
関
と
位
置
付
け
、
専
門
職
自
主
法
を
行
政
立
法
︵
＝
行
政
法
︶
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
公
法
︱
︱

憲
法
・
行
政
機
関
お
よ
び
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
制
定
法
︵
情
報
公
開
法
、
行
政
手
続
法
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償

法
等
︶
︱
︱
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
か
﹂
を
問
う
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

ア
メ
リ
カ
法
の
文
脈
に
お
い
て
公
法
と
私
法
と
を
分
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
法
で
は
な
く
公
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
、

裁
判
所
が
救
済
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
任
禁
止
法
理
に
違
反
し
な
い
、
ま
た
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
多
く
の
判
例
で
は
、

次
に
、
手
続
的
な
適
正
さ
の
問
題
を
審
査
す
る
。
裁
判
所
が
、
医
療
職
集
団
の
定
立
し
た
基
準
ま
た
は
そ
の
個
別
適
用
に
つ
い
て
、

de novo

審
理
を
行
っ
た
判
例
は
今
の
と
こ
ろ
み
い
だ
せ
ず
、
本
稿
で
検
討
し
たJ.K

. v. D
illenberg

判
決
で
は
、
こ
の
基
準
を
行
政

決
定
に
お
け
る
裁
量
基
準
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
裁
量
濫
用
の
該
当
性
に
つ
い
て
は
専
断
的
恣
意
的
テ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る(342)

。

公
法
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
委
任
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
政
府
の
機
能
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
論
的
前
提
と
し
て
そ
の
機
能
を
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
作
業
は
論
理
的

に
も
事
実
上
も
困
難
で
あ
る
と
の
批
判(343)

、
ま
た
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
公
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
途
が
全
く
絶
た
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
全
か
無
か
で
あ
る
と
の
批
判(344)

が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
は
、
委
任

禁
止
法
理
を
前
提
と
す
る
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
を
用
い
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
判
断
し
憲
法
上
の
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
条
項
を
適
用
す
る
こ
と(345)

、
行
政
機
関
お
よ
び
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
制
定
法
の
医
療
職
集
団
な
ど
の
私
的
主
体
に
対
し
て
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適
用
拡
大
す
る
こ
と(346)

等
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
、
私
的
主
体
に
対
し
て
も
公
法
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
私
的
主
体
が
こ
う
し
た
公
法
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
い
か
ら
こ
そ
有
し
え
た
経
験
、
情
報
、
能
力
を
損
っ
て

し
ま
う
、
と
さ
れ
る(347)

。
そ
し
て
ま
た
、
裁
判
所
が
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
救
済
は
、
公
法
︱
︱
憲
法
・
行
政
機
関
お
よ
び
公
務
員
に

適
用
さ
れ
る
制
定
法
︱
︱
に
よ
る
救
済
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
裁
判
所
は
、
前
述
のSt. A

gnes H
ospital v. A

C
G

M
E

で
判

示
し
た
よ
う
に(348)

、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
医
療
職
集
団
の
認
定
が
専
門
職
と
し
て
の
活
動
の

事
実
上
の
前
提
条
件
と
な
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
当
該
認
定
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
公
正
に
扱
わ
れ
る
権
利
か
ら
導
か
れ
る
公
正

な
手
続
が
要
求
さ
れ
る
、
と
判
示
す
る
こ
と
が
あ
る(349)

。
こ
の
点
で
は
、
委
任
禁
止
法
理
や
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
判
断
は
、

司
法
的
救
済
を
、
公
法
を
根
拠
と
し
た
救
済
へ
と
方
向
づ
け
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
救
済
は
、
行
政
手
続
に
後
続
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
が
最
終
的
に
救
済
す
る
、
と
い
う
司
法
的
救
済
に
限

ら
れ
る
必
要
も
な
い
。
当
然
、
行
政
過
程
に
お
け
る
救
済
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
司
法
的
救
済
お
よ
び
行
政
過
程
に
お
け
る
救
済
に

加
え
て
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
が
接
合
し
て
い
る
空
間
に
お
い
て
は
、
救
済
が
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
で
、
専
門
職
自
主
法

が
定
立
し
た
基
準
の
適
合
性
審
査
の
時
点
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
行
政
法
で
い
う
法
定
要
件
審
査
の
時
点
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
救
済
で
あ
る(350)

。

︵
三
︶
権
力
・
権
限
︵pow

er

︶
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
え
な
く
な
る
も
の
：
多
様
な
救
済
の
途

権
力
・
権
限
概
念
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
学
者Edw

ard E. R
ubin

は
、
実
体
的
な
領
有
︵tangible possession

︶(351)
、
ま

た
は
、
相
手
の
意
思
に
拘
ら
ず
自
ら
の
意
思
に
従
わ
せ
る
と
い
う
関
係
性(352)

と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
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る
、
と
述
べ
る(353)

。

そ
し
て
、R

ubin

は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
観
点
か
ら
み
た
権
力
・
権
限
概
念
が
、
今
日
の
行
政
国
家
の
分
析
に
は
う
ま
く
な
じ
ま
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、第
一
の
実
体
的
領
有
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
権
力
は
、国
家
の
機
関
と
そ
の
公
務
員
と
の
接
合
︵
換

言
す
れ
ば
、
国
家
の
機
関
と
そ
の
公
務
員
と
の
分
離
︶
を
特
徴
と
す
る
現
代
の
政
府
に
お
い
て
、
国
家
の
機
関
と
公
務
員
と
の
ど
ち

ら
に
こ
の
権
力
が
所
属
す
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
二
の
関
係
性
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
権
力
は
、
単
一

の
主
体
を
想
定
し
、
そ
の
単
一
主
体
の
意
思
が
、
他
の
主
体
の
意
思
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
貫
徹
す
る
と
い
う
関
係
性
に
、
権
力
を

み
い
だ
す
も
の
と
し
て
権
力
を
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
貫
徹
さ
れ
る
﹁
意
思
﹂
が
特
定
さ
れ
な
れ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
代
の
政
府
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
思
を
発
す
る
は
ず
の
、
単
一
の
主
体
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い(354)

。

上
記
の
権
力
・
権
限
の
捉
え
方
は
二
つ
と
も
、
政
府
の
組
織
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
一
体
と
し
て
み
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
権
力
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
組
織
お
よ
び
活
動
に
は
、
本
来
分
離
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
分
離
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
姿
が
み
え
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
が
注
目
す
る
専
門
職

自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
に
つ
い
て
み
る
場
合
も
あ
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
は

本
来
分
離
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委
任
禁
止
法
理
や
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
を
用
い
る
裁
判
所
か
ら
は
、
そ
の
分
離

し
た
姿
は
み
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

公
法
に
基
づ
い
た
司
法
的
救
済
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
、
二
つ
の
法
の
分
離
す
る
姿
を
み
る
必

要
は
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
法
の
文
脈
に
お
け
る
私
法
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
づ
く
司
法
的
救
済
、
ま
た
は
、
司
法

に
よ
ら
な
い
救
済
を
考
え
る
と
き
に
は
、
こ
の
分
離
す
る
姿
こ
そ
、
み
る
必
要
が
あ
る
。

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
が
接
合
し
た
構
造
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
ま
た
は
﹁
行
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政
の
決
定
﹂
に
関
し
て
救
済
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
条
件
は
、
①
こ
れ
ら
の
決
定
に
専
門
知
が
実
質
的
に
反
映
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
②
決
定
手
続
が
公
正
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
救
済
さ
れ
る
場

は
、
行
政
過
程
の
な
か
で
も
よ
い
し
、
そ
れ
に
加
え
て
裁
判
過
程
の
な
か
で
も
よ
い
。
そ
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
の
場
合
、
公

法
に
基
づ
く
救
済
が
あ
り
、
ま
た
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
づ
く
救
済
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
裁
判
所
に
よ
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
専

門
職
自
主
法
に
基
づ
く
専
門
職
集
団
の
な
か
の
過
程
に
お
け
る
救
済
も
あ
る
の
で
あ
る
。

救
済
を
こ
の
よ
う
に
多
元
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
と
き
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
が
専
門
職
自
主
法
を
再
構
成
し
て
そ
れ
ら

が
接
合
す
る
姿
を
一
体
の
も
の
と
し
て
み
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
接
合
し
つ
つ
も
そ
れ
ぞ
れ
は
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る

姿
を
み
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
　
権
能
（authorization

）
に
焦
点
を
あ
て
る
行
政
法
―
―
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
構
成

権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
に
た
ち
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
を
行
政
法
の
側
か
ら
一
体
の
も
の
と
し
て
み
る
の
が
、

両
者
の
接
合
に
関
す
る
裁
判
所
の
従
来
の
見
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
政
法
と
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
を
、
従
来
の
見
方
と
は
逆
に

専
門
職
自
主
法
の
側
か
ら
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
姿
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
試
み
に
と
っ
て
、R

ubin

の
い
う
権
能
︵authorization
︶
概
念
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。R

ubin

は
、
統
治
シ
ス
テ
ム
を

権
力
・
権
限
で
は
な
く
権
能
か
ら
み
る
こ
と
の
新
規
性
・
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
、R

ubin

が
述
べ

る
権
能
の
理
論
枠
組
を
紹
介
し
、
続
い
て
、
権
能
と
い
う
理
論
枠
組
み
を
用
い
て
、
医
療
提
供
の
法
的
規
律
に
お
け
る
行
政
法
と
専

門
職
自
主
法
の
接
合
の
あ
り
よ
う
を
分
析
す
る
。

︵
一
︶　

権
能
︵authorization

︶
が
専
門
職
自
主
法
に
与
え
る
専
門
的
正
統
性
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①
権
能
︵authorization

︶
概
念

R
ubin

は
、
統
治
シ
ス
テ
ム
を
、
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
政
府
は
階
等
的
組
織

で
あ
り
、
国
家
の
権
力
・
権
限
は
各
政
府
組
織
に
分
配
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
統
治
シ
ス
テ
ム
の
捉
え
方

は
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
権
能
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
権
能
と
は
、
他
者
に
対
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
発
信
、
受
信
ま
た
は
変
換
す
る
と
い
う
機
能
・
作
用
で
あ
る(355)

。
こ
の
権
能
と
い
う
視

点
か
ら
み
る
と
、
政
府
は
、
統
治
の
た
め
に
他
者
に
対
し
て
シ
グ
ナ
ル
を
発
す
る
複
数
の
ユ
ニ
ッ
ト(356)

が
、
そ
の
シ
グ
ナ
ル
の
や
り
取

り
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
に
関
連
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
シ
グ
ナ
ル
に
は
、﹁
遂
行
を

促
す
た
め
の
意
思
表
明
︵
遂
行
発
話
︶﹂︵perform

ative statem
ents

︶、﹁
発
話
﹂︵locutionary statem

ents

︶
お
よ
び
﹁
情
報
﹂

︵inform
ation

︶
が
あ
る(357)

。﹁
遂
行
を
促
す
た
め
の
意
思
表
明
﹂
に
は
、﹁
命
令
﹂︵com

m
ands

︶
の
ほ
か
、﹁
要
求
﹂︵requests

︶
や
﹁
約

束
﹂︵prom

ises

︶
が
含
ま
れ
る(358)

。
統
治
の
た
め
の
多
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
相
互
に
、
シ
グ
ナ
ル
を
や
り
取
り
す
る
。
こ
の
シ
グ
ナ

ル
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
統
治
の
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
に
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
る(359)

。

こ
の
よ
う
な
統
治
の
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
も
つ
権
能
は
、
政
府
機
関
だ
け
で
な
く
非
政
府
部
門
を
含
む
、
多
様
な
源

泉
︵sources

︶
に
由
来
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
多
様
な
源
泉
に
は
、
憲
法
、
革
命
時
の
宣
言
、
伝
統
に
加
え
、
学
者
や
実
務
弁
護

士
︵practicing attorneys

︶
も
含
ま
れ
る(360)

。
学
者
や
実
務
弁
護
士
の
よ
う
な
非
政
府
部
門
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
発
す
る
シ
グ
ナ
ル
は
、
彼

ら
が
有
す
る
個
人
の
知
識
な
い
し
専
門
性
︵his personal know

ledge or expertise

︶
の
ゆ
え
に
、
調
査
さ
れ
る
こ
と
な
く
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
。
統
治
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
統
治
さ
れ
る
側
が
、
そ
の
事
案
に
お
い
て
、
統
治
の
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
も
つ
権
能
を
受
容
す
る
こ
と
で
あ
る(361)

。

以
上
、R

ubin

が
述
べ
る
よ
う
に
統
治
シ
ス
テ
ム
を
捉
え
る
際
に
権
能
と
い
う
視
点
に
た
つ
な
ら
ば
、
非
政
府
部
門
で
あ
り
専
門
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性
を
有
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
、
統
治
の
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

②
権
能
︵authorization

︶
概
念
が
専
門
職
自
主
法
に
与
え
る
専
門
的
正
統
性

右
の
よ
う
な
権
能
概
念
を
、
医
療
提
供
に
対
す
る
法
的
規
律
の
空
間
に
お
い
て
用
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
法
的
規

律
の
世
界
が
み
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
医
療
提
供
の
法
的
規
律
は
、
政
府
が
一
体
と
し
て
階
等
的
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
医
療

職
集
団
と
行
政
機
関
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
独
立
性
を
持
っ
て
い
る
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
シ
グ
ナ
ル
に
よ
っ
て
相
互
に
関
連
づ

け
ら
れ
全
体
と
し
て
一
つ
の
構
造
を
つ
く
る
こ
と
で
、
行
わ
れ
る
。
医
療
職
集
団
は
、
専
門
職
自
主
法
を
定
立
し
こ
れ
に
基
づ
い
た

決
定
︵
以
下
、﹁
医
療
職
集
団
の
決
定
﹂
と
い
う
。︶
を
行
う
。
こ
の
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、R

ubin

の
い
う
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
。

医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
専
門
知
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
た
権
能
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
そ
の
源
泉
に
お

い
て
、
そ
れ
が
有
す
る
専
門
知
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
専
門
知
ゆ
え
に
、
シ
グ
ナ
ル
の
受
け
手
︵
行
政
機
関
︶

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
専
門
的
に
正
統
化
さ
れ
た
シ
グ
ナ
ル
の
発
信
と
受
信
と
を
通
じ
て
、
医
療
職
集
団
と
行
政
機

関
と
い
う
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
接
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
療
職
集
団
と
行
政
機
関
と
の
接
合
を
、
従
来
の
よ
う
に
、
権
力
・
権
限
で
は
な
く
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、

医
療
職
集
団
の
決
定
を
中
心
に
お
い
て
こ
れ
を
正
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
に
た
つ

と
き
、
そ
の
視
野
に
入
る
の
は
、
行
政
機
関
の
発
す
る
命
令
す
な
わ
ち
﹁
行
政
の
決
定
﹂
の
み
で
あ
る
。
行
政
法
が
従
来
そ
の
検
討

対
象
と
し
て
き
た
の
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
命
令
、

要
求
、
約
束
と
い
う
﹁
遂
行
を
促
す
た
め
の
意
思
表
明
︵
遂
行
発
話
︶﹂、﹁
発
話
﹂
お
よ
び
﹁
情
報
﹂
と
い
っ
た
シ
グ
ナ
ル
と
し
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
職
集
団
が
、
た
と
え
ば
、
基
準
の
定
立
お
よ
び
そ
の
適
合
性
審
査
を
行
う
と
き
、
そ
れ
を
シ
グ
ナ

ル
と
し
て
行
政
機
関
は
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
シ
グ
ナ
ル
は
、医
療
職
集
団
か
ら
行
政
機
関
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
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階
等
構
造
︵
ま
た
は
そ
の
逆
の
階
等
構
造
︶
を
前
提
と
し
て
上
意
下
達
の
方
向
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、R

ubin

が
い
う
よ

う
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
を
前
提
と
し
て
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
間
を
何
度
で
も
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
も

行
き
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
他
者
へ
の
一
方
的
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
﹁
命
令
﹂
で
さ
え
も
、
複

数
の
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
複
数
回
の
や
り
取
り
の
中
で
命
令
の
内
容
が
形
成
さ
れ
、
最
終
的
に
な
さ
れ
た
命
令
は
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
交
渉
の

結
果
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

︵
二
︶
行
政
法
が
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法
と
、
専
門
職
自
主
法
が
構
成
す
る
行
政
法　

医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
す
る
空
間
に
お
い
て
、
こ
の
空
間
に
存
在
す
る
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
し
て
の
行
政
法
と
の
接

合
は
、
し
た
が
っ
て
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
こ
と
も
で
き

る
。
以
下
で
は
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
と
、
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
二
つ
の
法
の
接
合
を
比
較
す
る
。

①
権
力
・
権
限
︵pow

er

︶：
行
政
法
が
専
門
職
自
主
法
を
構
成
す
る

権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
か
ら
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
を
み
る
と
き
、
行
政
法
は
専
門
職
自
主
法

を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
は
、
専
門
職
自
主
法
に
、
民
主
的
正
統
性
を
与
え
る
。

前
述
の
よ
う
に(362)

、
裁
判
判
決
は
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
を
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
て
い
た
。
委
任

禁
止
法
理
は
、
国
家
の
権
限
を
ど
の
組
織
に
分
配
す
る
か
を
問
題
と
し
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
は
、
国
家
の
権
限
と
は
何

か
、
あ
る
い
は
、
法
効
果
の
一
方
性
︵
す
な
わ
ち
、
権
力
性
︶
を
問
題
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
た
つ
と
き
、
医
療

職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
は
、
国
家
の
権
限
が
委
任
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
の
か
、
国
家
の
権
限
行
使
と
同
視
で
き
る

か
、
名
あ
て
人
に
対
し
て
一
方
的
な
法
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
、
と
い
っ
た
文
脈
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
、
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
、
組
織
お
よ
び
法
定
要
件
審
査
の
と
こ
ろ
で
接
合
し
て
い
る
。
こ
の
接
合
を
通

し
て
、
接
合
の
型
の
種
差
に
よ
っ
て
程
度
の
差
は
あ
れ
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
は
専
門
職
自
主
法
に
、
国
家
の
権
力
・
権
限
を

流
し
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
は
、
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
を
通
し
て
、
専
門
職
自
主
法
に
行

政
法
が
有
す
る
民
主
的
正
統
性
を
与
え
て
も
い
る
。
こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
制
定
法

令
で
あ
る
行
政
法
は
、
行
政
機
関
の
設
置
お
よ
び
そ
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
民
主
的
に
正
統
化
す
る
。
行
政
機
関
は
、
国
家
を
形
成

す
る
人
民
の
意
思
の
表
れ
で
あ
る
議
会
を
通
じ
、
制
定
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
存
在
が
民
主
的
に
正

統
化
さ
れ
る
。
行
政
機
関
が
発
す
る
﹁
行
政
の
決
定
﹂
も
ま
た
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
権
限
を
行
政
機
関
に
授
権
す
る
議
会
制
定
法
に

根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
民
主
的
正
統
性
を
有
す
る
。
他
方
、
本
稿
に
い
う
医
療
職
集
団(363)

の
設
立
お
よ
び
そ
の
決
定
は
、

結
社
の
自
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る(364)

。
次
に
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
は
、
組
織
お
よ
び
法
定
要
件
審
査
の
と
こ
ろ
で
の

専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
を
通
じ
て
、
医
療
職
集
団
の
存
在
お
よ
び
そ
の
決
定
を
民
主
的
に
正
統
化
す
る(365)

。
制
定
法
令
で
あ
る
行
政

法
は
、
専
門
職
自
主
法
が
も
た
な
い
民
主
的
正
統
性
を
補
完
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
は
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
に
つ
い
て
、
行
政
法
を
起
点
と
し
た
見
方
を

与
え
る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
、
専
門
職
自
主
法
は
行
政
法
と
一
体
化
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
行
政
法
は
専
門
職
自
主
法
を
構
成
し

て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
権
能
︵authorization

︶：
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
を
構
成
す
る

権
能
と
い
う
視
点
か
ら
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
を
み
る
と
き
、
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
を
構
成

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
に
、
専
門
的
正
統
性
を
与
え
る
。

前
述
の
よ
う
に(366)

、
権
能
と
い
う
視
点
を
用
い
る
と
、
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
す
る
空
間
の
中
で
、
医
療
職
集
団
は
、
行
政
機
関
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と
並
列
・
対
等
の
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
で
き
る(367)

。
医
療
職
集
団
の
設
立
お
よ
び
そ
の
決
定
は
、
結
社
の
自
由
に
よ
っ
て
正

当
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
医
療
職
集
団
は
、
個
々
の
医
療
専
門
職
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
医
療
専
門
職
は
、
医
療
の
専
門

知
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
こ
の
構
成
員
の
有
す
る
専
門
知
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。

専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
、
組
織
お
よ
び
法
定
要
件
審
査
の
と
こ
ろ
で
接
合
し
て
い
る
。
こ
の
接
合
を
通

し
て
、
専
門
職
自
主
法
は
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
に
、
そ
の
権
能
を
流
し
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
専
門
職
自
主
法
は
、

制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
を
通
し
て
、
行
政
法
に
専
門
職
自
主
法
が
有
す
る
専
門
的
正
統
性
を
与
え
て
も
い
る
。
権
能
と

い
う
視
点
に
た
つ
と
き
、
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
す
る
空
間
の
中
で
、
医
療
職
集
団
と
行
政
機
関
と
は
並
列
・
対
等
の
地
位
に
あ

る
。
医
療
の
専
門
知
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
医
療
職
集
団
は
シ
グ
ナ
ル
の
発
信
源
で
あ
り
、
行
政
機
関
は
シ
グ
ナ
ル
の
受
け
手
で

あ
る
。
医
療
職
集
団
の
決
定
が
専
門
知
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
、
と
行
政
機
関
が
認
め
る
と
き
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
行
政
機
関

に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
医
療
提
供
は
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
い
う
二
つ
の
法
に
よ
っ
て

規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
が
も
た
な
い
専
門
的
正
統
性
を
補
完
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
職
自
主
法
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
を
そ
の
専
門
知
に
よ
っ
て
正
統
化
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
権
能
と
い
う
視
点
は
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
に
つ
い
て
、
専
門
職
自
主
法
を
起
点
と
し
た
見
方
を

与
え
る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
、
行
政
法
は
専
門
職
自
主
法
に
よ
っ
て
一
体
化
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
専
門
職
自

主
法
は
行
政
法
を
構
成
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
が
接
合
す
る
空
間
に
お
い
て
は
、
専
門
的
正
統
性
と
民
主
的
正
統
性
と
は

相
互
に
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
空
間
で
は
、
専
門
職
自
主
法
か
ら
は
専
門
知
を
根
拠
と
し
た
正
統
性
と
い
う
伝
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導
ベ
ル
ト
、
ま
た
、
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
か
ら
は
民
主
的
な
正
統
性
と
い
う
伝
導
ベ
ル
ト
に
乗
っ
て
、
名
あ
て
人
に
対
す
る
法

効
果
が
登
場
す
る
。
こ
の
接
合
を
権
力
・
権
限
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
と
き
、
行
政
法
が
専
門
職
自
主
法
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の

接
合
を
権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
と
き
、
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

︵
三
︶
接
合
点
と
し
て
の
基
準
適
合
性
審
査

右
の
よ
う
に
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
が
分
離
し
つ
つ
接
合
す
る
姿
に
着
目
す
る
と
き
、
こ

の
両
者
が
接
合
す
る
点
は
基
準
適
合
性
審
査
で
あ
る
。

①
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
点
と
し
て
の
基
準
適
合
性
審
査

基
準
適
合
性
審
査
は
、
専
門
職
自
主
法
の
空
間
に
も
、
そ
し
て
、
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
の
空
間
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
存
在
す
る
。
専
門
職
自
主
法
の
空
間
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
医
師
資
格
や
病
院
の
質
等
を
認
定
す
る
た
め
に
、
医
療
職
集
団

が
基
準
適
合
性
審
査
を
行
う
。
こ
の
と
き
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
基
準
は
、自
主
基
準
で
あ
る
。
制
定
法
令
の
空
間
に
お
い
て
は
、

医
師
免
許
、
病
院
設
置
許
可
、
医
療
保
障
給
付
等
の
許
否
を
判
断
す
る
た
め
に
、
行
政
機
関
が
基
準
適
合
性
審
査
を
行
う
。
こ
の
と

き
議
会
お
よ
び
行
政
機
関
が
定
め
た
基
準
は
、
許
可
基
準
・
審
査
基
準
で
あ
る
。
裁
判
判
決
に
お
い
て
は
、
許
可
基
準
・
審
査
基
準

に
基
づ
く
行
政
決
定
の
適
法
性
を
判
断
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
基
準
適
合
性
審
査
を
行
う
。
こ
の
と
き
裁
判
所
は
、
許
可
基
準
・

審
査
基
準
を
裁
量
基
準
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
を
裁
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
と
し
て
司
法
審
査
を
行
う
。
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法

︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
が
接
合
す
る
空
間
で
は
、
自
主
基
準
、
許
可
基
準
・
審
査
基
準
、
裁
量
基
準
と
い
う
三
つ
の
基
準

が
一
致
す
る
。
本
来
分
離
し
て
存
在
す
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
と
は
、
基
準
適
合
性
審
査
の

一
点
で
接
合
す
る
の
で
あ
る
。
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基
準
適
合
性
審
査
は
、
基
準
を
定
立
し
、
個
別
事
案
に
対
し
て
当
該
基
準
を
適
用
す
る
と
い
う
過
程
を
有
す
る
。
基
準
の
個
別
適

用
は
、
事
実
を
認
定
し
、
基
準
を
適
用
し
、
基
準
適
合
性
を
認
定
す
る
と
い
う
過
程
を
有
す
る(368)

。Schw
artz

は
、
行
政
機
関
に
よ
る

﹁
基
準
定
立
機
能
は
、
一
般
に
適
用
可
能
な
将
来
に
向
け
て
の
政
策
形
成
に
か
か
わ
る
立
法
機
能
で
あ
り
、
基
準
適
合
決
定
は
、
特

定
の
主
体
が
現
実
に
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
確
定
す
る
裁
決
機
能
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た(369)

。
こ
の
こ
と
は
、
医
療
職
集
団
に
よ
る

基
準
適
合
性
審
査
に
も
該
当
す
る(370)

。
医
療
職
集
団
に
よ
る
自
主
基
準
の
定
立
は
、
当
該
医
療
職
集
団
内
部
に
通
用
す
る
﹁
法
﹂
の
定

立
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
集
団
に
よ
る
自
主
基
準
の
個
別
適
用
は
、
当
該
集
団
内
部
に
お
け
る
﹁
裁
決
﹂
行
為
で
あ
る
。
立
法
、

行
政
お
よ
び
裁
判
の
作
用
は
、
一
つ
の
国
家
の
内
部
に
存
在
す
る
と
同
時
に
、
行
政
の
中
で
は
規
則
制
定
、
行
政
決
定
お
よ
び
裁
決

と
し
て
、
そ
し
て
、
医
療
職
集
団
の
中
で
は
自
主
基
準
の
定
立
、
そ
の
個
別
適
用
お
よ
び
そ
れ
を
用
い
た
紛
争
解
決
作
用
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。
国
家
・
行
政
機
関
お
よ
び
医
療
職
集
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
法
の
定
立
、
法
の
適
用
お
よ
び
法
に
よ
る
紛

争
解
決
を
自
律
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
が
検
討
す
る
医
療
提
供
の
法
的
規
律
に
お
い
て
も
、
国
家
・
行
政
お
よ
び
医
療
職
集
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
法
・﹁
法
﹂
の
定
立
、

法
・﹁
法
﹂
の
適
用
お
よ
び
法
・﹁
法
﹂
に
よ
る
紛
争
解
決
を
自
律
的
に
行
っ
て
い
る
。
専
門
職
自
主
法
の
空
間
で
行
わ
れ
る
基
準
適

合
性
審
査
と
い
う
実
体
が
、
制
定
法
の
空
間
へ
、
そ
れ
に
基
づ
く
﹁
行
政
の
決
定
﹂
の
空
間
へ
、
そ
し
て
、
そ
の
適
法
性
を
審
査
す

る
裁
判
判
決
の
空
間
へ
と
浸
透
し
、
そ
れ
ら
の
空
間
に
も
存
在
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
医
療
職
集
団
が
行
う
基
準

適
合
性
審
査
と
い
う
実
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
の
中
で
変
様
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
様
態
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

基
準
適
合
性
審
査
と
い
う
実
体
は
、
変
様
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
態
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
質
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

②
専
門
職
自
主
法
か
ら
み
た
基
準
適
合
性
審
査
の
本
性
と
し
て
の
専
門
知
、
行
政
法
か
ら
み
た
基
準
適
合
性
審
査
の
本
性
と
し
て
の

民
主
性
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専
門
職
自
主
法
に
お
け
る
基
準
適
合
性
審
査
は
、
専
門
知
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
医
師
の
資
質
を
判
断
す
る

た
め
の
専
門
職
自
主
法
は
、
医
師
と
し
て
必
要
な
教
育
・
訓
練
、
知
識
と
は
何
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
基
準
適
合
性
審
査
を
行
う
。

し
か
し
、
専
門
職
自
主
法
に
お
け
る
基
準
適
合
性
審
査
は
、
基
準
定
立
・
適
用
者
の
恣
意
が
反
映
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

医
師
の
資
質
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
適
合
性
審
査
が
、
専
門
職
と
し
て
の
資
質
の
判
断
と
い
う
名
の
も
と
、
実
際
に
は
人
種
や
信

仰
等
を
理
由
に
申
請
者
を
当
該
医
療
職
集
団
か
ら
恣
意
的
に
排
除
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る(371)

。

行
政
法
に
お
け
る
基
準
適
合
性
審
査
は
、
民
主
性
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
医
師
免
許
付
与
の
許
否
判
断
を
行

う
た
め
の
医
師
免
許
法
は
、﹁
個
人
の
職
業
選
択
の
自
由
﹂
と
﹁
公
衆
の
衛
生
、
安
全
及
び
福
祉
﹂
と
を
衡
量
し
、
こ
の
衡
量
に
つ

い
て
民
意
が
判
断
を
下
し
た
結
果
と
し
て(372)

、
基
準
適
合
性
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
行
政
法
に
お
け
る
基
準
適
合
性
審
査
に

お
い
て
は
、
公
共
の
利
益
を
保
護
す
る
の
で
は
な
く
特
殊
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
師
免
許
法
に
お
け
る
基

準
適
合
性
審
査
が
、﹁
公
衆
が
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
と
意
図
す
る
予
防
的
手
段
﹂
で
は
な
く
、﹁
免
許
者
を
有
利
に
す
る
た
め
の

経
済
的
武
器
﹂、
す
な
わ
ち
、
市
場
に
お
け
る
名
称
独
占
・
職
業
独
占
を
実
現
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る(373)

。　

し
た
が
っ
て
、
専
門
職
自
主
法
に
お
け
る
基
準
適
合
性
審
査
は
専
門
知
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
法
に
お
け
る
基
準
適
合

性
審
査
は
民
主
性
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
基
準
適
合
性
審
査
の
基
準
に
は
、
専
門
知
ま
た
は
民
主
性
と
は
関
連
性
の
な
い

も
の
が
侵
入
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
が
接
合
す
る
と
き
、両
者
の
基
準
適
合
性
審
査
は
一
致
す
る
。
こ
の
一
致
に
よ
り
、

専
門
職
自
主
法
単
独
の
時
に
は
専
門
知
の
み
を
反
映
さ
せ
て
い
た
基
準
適
合
性
審
査
に
、
民
主
性
が
付
加
さ
れ
、
行
政
法
単
独
の
時

に
は
民
主
性
の
み
を
反
映
さ
せ
て
い
た
基
準
適
合
性
審
査
に
、
専
門
知
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
が

接
合
し
て
も
な
お
、
排
除
し
え
な
い
恣
意
性
は
残
る
。
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四
　
専
門
職
自
主
法
の
二
機
能
と
国
家
法

そ
こ
で
、
医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
そ
れ
自
身
の
さ
ら
に
内
部
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
と
、
専
門
職
自
主
法
に
は
、

医
療
職
集
団
の
内
部
で
果
た
す
機
能
に
よ
っ
て
、
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂
と
、
医
療
職
集
団
に
お
け
る
共
同
事
務
の
管

理
の
た
め
の
﹁
法
﹂
と
い
う
二
つ
の
﹁
法
﹂
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る(374)

。

︵
一
︶
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂

基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂
と
は
、
医
療
の
質
︵
医
師
の
資
質
、
病
院
の
質
、
医
学
上
必
要
な
医
療
行
為
等
︶
を
評
価
す

る
た
め
の
法
で
あ
る
。
医
療
の
質
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
医
療
の
専
門
知
が
必
要
で
あ
る
。
評
価
さ
れ
る
者
と
評
価
す
る
者
と
が

同
じ
専
門
知
を
も
っ
て
い
る
と
き
、
医
療
の
質
は
内
在
的
実
体
的
に
評
価
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
が
医
療
の
質
を

評
価
す
る
た
め
に
行
う
基
準
適
合
性
審
査
は
、
同
僚
審
査
︵peer review

︶
で
も
あ
る(375)

。
同
僚
に
は
、
た
と
え
ば
医
師
資
格
等
の
認

定
結
果
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
当
事
者
と
、
認
定
結
果
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
し
な
い
第
三
者
と
が
あ
る
。
当
事
者
に
よ

る
同
僚
審
査
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
・
プ
リ
ビ
リ
ッ
ジ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
・
プ
リ
ビ
リ
ッ
ジ
、

す
な
わ
ち
﹁
同
僚
審
査
と
は
、
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
員
が
、
他
の
医
師
・
そ
の
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
資
格
や
医
療
実
務
を
審
査
し
、
当
該
病
院
で
医
療
を
行
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
過
程
で
あ
る
。

病
院
は
、
最
も
日
常
的
に
同
僚
審
査
が
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
﹂(376)
。
第
三
者
で
あ
る
同
僚
審
査
に
は
、
た
と
え
ば
、
前
述
のthe 

Joint C
om

m
ission

に
よ
る
医
療
施
設
の
評
価
認
定
が
あ
る(377)

。　

基
準
適
合
性
審
査
は
、
当
該
基
準
の
レ
ベ
ル
ま
で
質
を
保
証
す
る
機
能
を
果
た
す
が
、
他
方
で
、
当
該
基
準
の
レ
ベ
ル
に
質
を
固

定
し
て
し
ま
う
と
い
う
機
能
も
果
た
す
。
た
と
え
ば
医
師
資
格
の
認
定
基
準
の
場
合
、
当
該
医
師
の
資
質
等
医
療
の
質
は
、
当
該
基

準
の
水
準
に
お
い
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
点
で
定
立
さ
れ
た
基
準
は
、
そ
の
時
点
で
そ
の
基
準
に
満
た
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な
い
者
に
対
し
て
、
達
成
す
べ
き
目
標
を
明
示
す
る
。
他
方
、
一
度
、
認
定
基
準
が
設
定
さ
れ
る
と
、
医
療
の
質
は
、
当
該
基
準
の

水
準
で
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
点
で
定
立
さ
れ
た
基
準
は
、
そ
の
時
点
で
そ
の
基
準
を
満
た
し
た
者
に

対
し
て
、
そ
の
基
準
を
超
え
る
質
を
求
め
な
い
し
、
ま
た
、
基
準
を
満
た
し
た
者
は
そ
の
基
準
を
超
え
る
質
を
目
標
と
す
る
必
要
も

な
い
。
し
か
し
、learned profession

と
も
称
さ
れ
る
医
師
等
は
、
急
速
に
進
歩
し
続
け
る
医
学
を
常
に
自
ら
の
知
識
と
し
て
お
く

こ
と
が
、
公
衆
か
ら
は
要
求
さ
れ
る(378)

。
そ
こ
で
、
医
療
の
質
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
持
続
的
に
こ
れ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
専
門
知
に
基
づ
き
定
立
さ
れ
た
基
準
が
、
た
と
え
ば
新
知
見
に
基
づ
い
て
、
不
断
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

過
程
に
お
い
て
は
、
専
門
知
を
更
新
す
る
た
め
の
医
療
職
集
団
に
よ
る
学
習
と
そ
の
成
果
の
基
準
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
不
可
欠

で
あ
る
。
医
療
職
集
団
が
行
う
基
準
適
合
性
審
査
は
、
新
た
に
学
習
し
た
︵leaning

︶
知
識
や
技
術
、
経
験
を
取
り
込
み
、
基
準
の

改
定
を
通
じ
て
そ
の
新
知
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
学
習
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
不
断
の
過
程
で
あ
り

繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る(379)

。
医
療
職
集
団
に
よ
る
学
習
と
そ
の
成
果
の
基
準
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

基
準
が
不
断
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
は
、
医
療
の
専
門
職
集
団
が
、
そ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
専
門
知
を
有
す
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
医
療
職
集
団
が
、
不
断
に
専
門
知
の
獲
得
を
追
求
す
る
認
知
共
同
体
と
い
う
社
会
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
基
準
適
合
性
審
査
を
行
う
た
め
に
、
医
療
職
集
団
は
、
基
準
を
定
立
す
る
た
め
の
組
織
お
よ
び
手
続
、
基
準
を
適
用

す
る
た
め
の
組
織
お
よ
び
手
続
、
そ
し
て
、
個
別
の
基
準
適
用
に
つ
い
て
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
お
よ
び
手
続
を
定
め
る

﹁
法
﹂
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
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︵
二
︶
医
療
職
集
団
に
お
け
る
共
同
事
務
の
管
理
の
た
め
の
﹁
法
﹂

医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
の
中
に
は
、
上
述
し
た
医
療
の
専
門
知
に
基
づ
く
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂

と
並
ん
で
、
医
療
の
専
門
知
に
基
づ
く
こ
と
な
く
定
立
さ
れ
る
﹁
法
﹂
も
あ
る
。
医
療
職
集
団
と
い
う
社
会
の
内
部
秩
序
を
維
持
・

管
理
す
る
た
め
の
﹁
法
﹂
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
﹁
法
﹂
は
、
医
療
職
集
団
の
結
成
と
同
時
に
、
そ
の
集
団
内
部
の
共
同
事
務
を
管

理
す
る
必
要
性
か
ら
自
然
発
生
的
に
生
じ
る
﹁
法
﹂
で
あ
る
。
こ
の
﹁
法
﹂
は
、
通
常
、
各
医
療
職
集
団
のconstitution

︵
以
下
で

は
、﹁﹃
憲
法
﹄﹂
と
訳
出
す
る
。︶、お
よ
び
そ
の
下
位
の
法
と
し
てby-law

s, rules, regulations

︵
以
下
、文
脈
に
応
じ
て
、﹁﹃
規
約
﹄﹂

ま
た
は
﹁﹃
規
則
﹄﹂
と
訳
出
す
る
。︶
の
形
式
を
と
っ
て
定
立
さ
れ
て
い
る(380)

。
各
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
﹁
憲
法
﹂
は
、
通
常
、

当
該
集
団
の
創
設
目
的
、
集
団
内
部
を
管
理
す
る
組
織
の
構
成
の
概
要
、
そ
の
組
織
の
権
限
お
よ
び
そ
の
権
限
行
使
手
続
の
概
要
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
法
は
、
各
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
﹁
規
則
﹂
の
レ
ベ
ル
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。

︵
三
︶
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂、
医
療
職
集
団
に
お
け
る
共
同
事
務
の
管
理
の
た
め
の
﹁
法
﹂
お
よ
び
国
家
法
：
通
用
範

囲
の
交
錯

専
門
職
自
主
法
に
含
ま
れ
る
、基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂
と
医
療
職
集
団
に
お
け
る
共
同
事
務
の
管
理
の
た
め
の
﹁
法
﹂

と
は
、
そ
れ
が
通
用
す
る
範
囲
が
異
な
る
。
医
療
職
集
団
に
お
け
る
共
同
事
務
の
管
理
の
た
め
の
﹁
法
﹂
は
、
管
理
対
象
と
な
る
社

会
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
医
療
職
集
団
の
内
部
で
の
み
用
い
ら
れ
る
。
他
方
、
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
﹁
法
﹂
は
、
当
該
集
団
内

部
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
部
に
お
い
て
も
通
用
し
う
る
。
同
僚
審
査
で
あ
る
基
準
適
合
性
審
査
は
、
審
査
対
象
の
質
を
保
証
す
る
と

同
時
に
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
そ
れ
を
排
除
す
る
効
果
を
持
つ
。
医
療
職
集
団
の
基
準
適
合
性
審
査
に
よ
っ
て
、
医
療
職
集
団
は
、
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そ
の
基
準
に
適
合
し
な
い
専
門
家
を
、
医
療
職
集
団
の
内
部
か
ら
外
部
へ
放
逸
し
、
ま
た
は
外
部
か
ら
内
部
へ
の
参
入
を
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
る(381)

。
し
た
が
っ
て
、
基
準
適
合
性
審
査
の
た
め
の
法
は
、
医
療
職
集
団
と
い
う
一
つ
の
社
会
の
内
部
で
定
立
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
社
会
の
外
部
に
い
る
者
に
対
し
て
そ
の
社
会
の
内
部
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
社
会
の
内

部
に
い
る
者
に
対
し
て
そ
の
社
会
か
ら
外
部
へ
と
排
除
し
た
り
す
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
社
会
の
外
部
に
対
し
て
も
効
果
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
基
準
適
合
性
審
査
に
関
す
る
﹁
法
﹂
は
、
そ
れ
を
定
立
し
た
集
団
の
外
部
へ
と
広
が
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
国
家
法

で
あ
れ
ば
超
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
家
の
境
︵
州
境
お
よ
び
国
境
︶
を
超
え
る
こ
と
さ
え
で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇

年
か
ら
一
九
三
〇
年
頃
の
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶
に
よ
る
医
学
校
の
認
定
に
関
す
る
﹁
法
﹂
は
州
境
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
のthe Joint C

om
m

ission

に
よ
る
医
療
施
設
の
認
定
に
関
す
る
﹁
法
﹂
は
、
現
在
、
州
境
さ
ら

に
は
ア
メ
リ
カ
の
国
境
を
超
え
て
通
用
し
て
い
る
。
全
米
レ
ベ
ル
で
存
在
し
、
か
つ
、
民
間
組
織
で
あ
る
医
療
職
集
団
が
定
立
す
る

専
門
職
自
主
法
は
、
州
・
連
邦
と
い
う
統
治
単
位
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
医
療
職
集
団
の
基
準
適
合
性
審
査
は
、
統
治
単
位
で
あ
る
州
・
連
邦
︵state

︶
の
境
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
ら

の
国
境
を
超
え
て
、
統
一
的
基
準
を
用
い
た
基
準
適
合
性
審
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
医
学
校
の
質
保
証
や
公
衆
衛
生

事
業
は
、
各
州
政
府
に
責
任
と
権
限
が
あ
り
、
連
邦
政
府
は
、
合
衆
国
憲
法
上
直
接
の
規
制
権
限
を
も
た
な
い
。
連
邦
レ
ベ
ル
で
統

一
が
望
ま
し
い
事
項
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、diversity case

︵
訴
訟
当
事
者
の
州
籍
相
違
︶
や
州
際
私
法
の
事
件
の
中
で
判
例
法

を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る(382)

。
し
か
し
、
裁
判
所
の
判
断
は
、
個
々
の
紛
争
毎
の
事
後
的
解
決
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
連
邦
の
制
定
法
令
の
中
に
は
、
合
衆
国
憲
法
の
定
め
る
財
政
権
限
を
根
拠
と
す
る
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
州
境
を
超
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え
る
医
療
職
団
体
の
自
主
法
規
制
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
統
一
的
で
効
果
的
な
規
制
を
事
実
上
、

行
う
も
の
が
あ
る
。
州
の
制
定
法
令
も
ま
た
、
医
療
の
質
保
証
や
公
衆
衛
生
事
業
に
お
い
て
、
こ
の
自
主
法
規
制
を
取
り
込
む
こ
と

で
、
他
の
州
と
同
一
の
規
制
を
事
実
上
行
う
こ
と
が
で
き
る(383)

。

こ
の
よ
う
に
伝
播
す
る
力
能
を
持
つ
基
準
適
合
性
審
査
に
関
す
る
﹁
法
﹂
は
、
他
方
で
、
時
に
濫
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門

知
に
基
づ
く
基
準
適
合
性
審
査
の
名
を
借
り
た
差
別
的
、
恣
意
的
な
排
除
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
、
基
準
適
合
性
審
査
に
関
す
る
﹁
法
﹂
は
、
恣
意
を
抑
制
し
、
公
正
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
基
準
適
合
性
審
査
の

﹁
法
﹂
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
専
門
知
に
基
づ
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
恣
意
を
抑
制
し
公
正
さ
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
満
た
さ
れ
る
と
き
は
じ
め
て
、
医
療
職
集
団
の
内
外
に
お
い
て
﹁
信
用
﹂
を
得
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
﹁
信
用
﹂
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
専
門
知
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
学
習
と
そ
の
成
果
を
基
準
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
せ
る
力
能
を
有
す
る
医
療
職
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
並
ん
で
、
医
療
職
集
団
が
、
そ
の
法
を
用
い
る
際
に
、

恣
意
を
抑
制
し
公
正
さ
を
確
保
し
う
る
集
団
で
あ
る
こ
と
の
保
証
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
専
門
職
自
主
法
の
中
に
生
成
す
る
「
行
政
法
」
の
徴
候

行
政
法
は
、
社
会
管
理
機
能
︵
共
同
事
務
の
創
設
と
実
施
︶
と
、
私
人
の
権
利
保
護
機
能
︵
国
家
権
力
の
抑
制
︶
が
期
待
さ
れ
て

い
る(384)

。
前
述
の
よ
う
に(385)

、
行
政
法
は
、
行
政
権
の
内
部
に
、﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
︱
︱
規
則
制
定
権
・
決
定
権
・
裁
決
権
と
い
う

三
つ
の
権
限
︱
︱
が
登
場
し
た
と
き
生
成
す
る
。﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
を
、
専
門
職
自
主
法
を
定
立
す
る
医
療
職
集
団
の
中

に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
き(386)

、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
そ
れ
自
体
の
中
に
、﹁
行
政
法
﹂︵
“adm

inistrative law

” 
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︶
︱
︱
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
と
機
能
的
に
等
価
の
原
理
、
実
体
法
お
よ
び
手
続
法
︱
︱
と
い
う
べ
き
﹁
法
﹂
の
生

成
を
み
い
だ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
は
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判

判
決
︶
か
ら
直
接
命
じ
ら
れ
、
ま
た
は
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
を
み
な
が
ら
自
ら
そ
れ
に
倣
っ
て
、
専
門
職
自
主
法
の
中
に
﹁
行

政
法
﹂
を
形
成
す
る
だ
ろ
う(387)

。

医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
の
中
に
﹁
行
政
法
﹂
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
専
門
職
自
主
法
が
行
う
基
準
適

合
性
審
査
は
、
非
国
家
法
の
ま
ま
で
、
医
療
提
供
の
空
間
に
存
在
す
る
個
々
人
の
権
利
保
護
と
社
会
管
理
機
能
の
実
現
と
い
う
公
共

目
的
に
資
す
る
途
が
拓
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
行
政
法
﹂
は
、
専
門
職
自
主
法
の
定
立
主
体
で
あ
る
医
療
職
集
団
と
い
う
社
会
の

内
部
を
管
理
し
、
か
つ
、
医
療
職
集
団
内
部
に
お
け
る
権
力
︵
事
実
上
の
権
力
︶
を
抑
制
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。﹁
行

政
法
﹂
は
、
私
的
自
治
を
行
っ
て
い
る
一
つ
の
社
会
の
中
に
、
構
成
員
に
共
通
の
価
値
︵
公
共
的
価
値
︶
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
﹁
行
政
法
﹂
は
、
一
つ
の
医
療
職
集
団
と
い
う
社
会
内
部
だ
け
で
な
く
、
そ
の
社
会
の
外
部
に
、
そ
し
て
さ
ら
に
国
家
の

境
を
超
え
て
、
複
数
の
医
療
職
集
団
︵associations

︶
や
国
家
︵states

︶
で
構
成
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
医
療
空
間
全
体
に
、
通

用
す
る
。

結
語

一
　
行
政
法
の
生
成
―
―
「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み

行
政
法
が
生
成
す
る
と
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
必
要
な
﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
を
行
政
機
関
に
授
権
す
る
法
の
生
成
を
指
す
。



470法政論集　253号（2014）

論　　説

す
な
わ
ち
、
①
分
立
さ
れ
な
い
国
家
権
力
が
存
在
す
る
。
②
こ
の
国
家
権
力
を
立
法
権
、
行
政
権
︵
ま
た
は
執
行
権
︶、
司
法
権
に

分
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
権
が
、
国
家
権
力
の
一
つ
と
し
て
創
出
さ
れ
る
。
③
国
家
権
力
の
分
立
を
前
提
と
し
て
定
位
す
る

行
政
権
は
、
そ
の
内
部
に
再
び
、
国
家
権
力
の
諸
作
用
︱
︱
立
法
作
用
、
行
政
作
用
、
司
法
作
用
︱
︱
が
統
合
さ
れ
た
仕
組
み
を
も

つ
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
お
よ
び
／
ま
た
は
議
会
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
こ
れ
に
規
則
制
定
権
・
決
定
権
・
裁
決
権
と
い
う

三
つ
の
権
限
︵﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
︶
を
授
権
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
を
行
政
機
関
に
授
権

す
る
法
が
登
場
す
る
。
④
こ
の
授
権
法
を
根
拠
に
、︵
行
政
裁
判
所
を
含
む
︶
行
政
機
関
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂︵
行
政
立
法
、
行
政

処
分
お
よ
び
裁
決
︶
を
行
う
。
こ
う
し
た
行
政
権
の
行
使
は
自
律
的
に
行
わ
れ
る
。
⑤
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
裁

判
所
︵
ま
た
は
行
政
機
関
自
身
︶
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
法
も
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

大
陸
法
系
の
行
政
法
は
、
上
記
③
の
段
階
、
す
な
わ
ち
行
政
権
内
部
に
お
け
る
﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
に
関
す
る
授
権
法
の

登
場
を
重
視
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
州
で
は
な
く
連
邦
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
か
つ
、
上
記
⑤
の
段
階
、

す
な
わ
ち
連
邦
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
裁
判
所
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
法
の
生
成
を
も
っ
て
、
行
政
法
が
生
成
し
た
と
捉
え

る
の
が
主
流
で
あ
る
。
こ
の
思
考
の
結
果
、
行
政
法
の
生
成
期
、
連
邦
お
よ
び
州
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
必
要
な
﹁
諸
権
力
﹂
統
合

的
仕
組
み
を
行
政
機
関
に
授
権
す
る
法
、
お
よ
び
、
州
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
裁
判
所
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
法
は
重
視
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
に
お
い
て
も
、
上
記
③
の
段
階
、
す
な
わ
ち
行
政
権
内
部
の
﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
の
授
権
法
は
登
場
し
て

お
り
、
こ
の
登
場
を
も
っ
て
行
政
法
は
生
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
ア
メ
リ
カ
の
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
︱
︱
本
稿
が

扱
う
医
療
提
供
の
国
家
法
に
よ
る
規
律
は
、
連
邦
制
を
と
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
州
の
権
限
に
属
す
る
︱
︱
、
ア
メ
リ
カ
建
国

期
か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
医
師
資
格
の
法
的
規
律
を
み
る
と
き
、
州
に
お
い
て
も
、
行
政
法
︱
︱
﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
必
要
な
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﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
を
行
政
機
関
に
授
権
す
る
法
、
お
よ
び
、
州
の
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
裁
判
所
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
の
法
︱
︱
が
生
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
行
政
法
の
う
ち
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
必
要
な
﹁
諸
権
力
﹂
統
合
的
仕
組
み
を
行

政
機
関
に
授
権
す
る
法
は
、
民
間
の
医
療
専
門
職
を
構
成
員
と
す
る
医
療
職
集
団
が
自
主
的
に
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

二
　
専
門
職
自
主
法
を
構
成
す
る
行
政
法

こ
の
よ
う
に
、
医
療
提
供
に
対
す
る
法
的
規
律
の
空
間
に
お
い
て
は
、
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
が
、
並

列
的
に
生
成
し
接
合
す
る
と
い
う
法
的
規
律
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合

の
あ
り
方
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
す
る
司
法
審
査
を
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
医
療
保
障
を
含
む
医
療
提
供
の
法
的
規
律

に
お
い
て
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

専
門
職
自
主
法
と
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
と
は
、
ま
ず
、
医
療
職
集
団
と
い
う
組
織
を
通
し
て
接
合
す
る
。
組
織
を
通
し
た

接
合
の
形
式
と
し
て
は
、
①
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
︵
指
定
型
接
合
︶、
②
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の

設
置
︵
法
定
設
置
型
接
合
︶、
③
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
制
定
法
令
に
基
づ
く
委
託
契
約
︵
委
託
契
約
型
接
合
︶
の
三
つ
が

あ
る
。

医
療
職
集
団
は
、
専
門
職
自
主
法
を
定
立
し
、
こ
の
自
主
法
に
基
づ
い
て
基
準
適
合
性
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
職
集
団
は
、

自
主
的
に
、
た
と
え
ば
医
師
の
資
質
、
病
院
の
質
、
医
学
上
必
要
な
医
療
行
為
等
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
定
立
し
、
こ
の
基
準

適
合
性
を
認
定
し
、
こ
の
認
定
に
関
す
る
紛
争
を
裁
断
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
療
職
集
団
が
、
上
記
三
つ
の
い
ず
れ
か
の
型
で
制
定
法
令
と
組
織
的
に
接
合
す
る
と
、
医
療
職
集
団
の
決
定
で
あ
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論　　説

る
基
準
定
立
お
よ
び
そ
の
適
用
行
為
︵
以
下
、﹁
医
療
職
集
団
の
決
定
﹂
と
い
う
。︶
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
と
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル

で
接
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
で
の
接
合
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
法
定
要
件
そ
れ
自
体

と
な
る
場
合
と
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
行
政
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
法
定
要
件
充
足
性
審
査
を
補
完
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
医

療
職
集
団
の
決
定
が
議
会
の
決
定
で
あ
る
法
定
要
件
と
な
る
場
合
、
行
政
の
決
定
は
、
法
定
要
件
審
査
段
階
で
は
な
く
法
効
果
の
発

生
段
階
で
の
み
な
さ
れ
る
。
法
定
要
件
審
査
段
階
に
お
い
て
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
は
存
在
せ
ず
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、﹁
行
政
の

決
定
﹂
に
代
わ
る
。
ま
た
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
法
定
要
件
充
足
性
審
査
を
補
完
す
る
場
合
は
、
法
定
要
件
審
査
段
階
に
お
い
て
、

医
療
職
集
団
の
決
定
が
ま
ず
存
在
し
、
そ
し
て
こ
の
決
定
を
受
け
て
﹁
行
政
の
決
定
﹂
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
現
在
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
と
国
家
法
︵
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
︶
で
あ
る
行
政
法
は
、
形
式
に

お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
法
様
式
と
し
て
並
存
す
る
と
と
も
に
、
内
容
に
お
い
て
は
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
を
補
完
・
浸
透

す
る
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
と
お
し
て
接
合
し
、
一
つ
の
法
構
成
体
で
あ
る
医
療
に
関
す
る
行
政
法
を
編
成
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
に
関
す
る
行
政
法
は
、
権
力
分
立
原
則
に
基
づ
く
国
家
法
と
し
て
専
ら
一
元
的
に
編
成
さ
れ
た
型

を
有
す
る
行
政
法
と
は
異
な
り
、
議
会
や
裁
判
所
が
創
造
す
る
行
政
法
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
職
自
主
法
が
創
造
す
る
法
と

し
て
も
生
成
し
た
と
い
う
姿
が
み
え
て
く
る
。

上
記
の
よ
う
な
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合
を
、
裁
判
所
は
、
国
家
の
権
力
・
権
限
︵pow

er

︶
と
い

う
視
点
に
た
ち
、
国
家
・
行
政
か
ら
み
て
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
司
法
的
救
済
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
画
一
的

か
つ
一
律
に
、
委
任
禁
止
法
理
ま
た
は
／
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
審
査
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
家
の
権
力
・

権
限
の
所
在
、
定
義
、
効
果
︵
一
方
的
法
効
果
︶
を
問
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
委
任
禁
止
法
理
に
違
反
し
な
い
、
ま
た
は
、
ス
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テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
多
く
の
裁
判
所
は
、
次
に
、
手
続
的
な
適
正
さ
の
問
題
を
審
査
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
所
が
与
え
る
救
済
は
、
公
法
を
根
拠
と
し
た
救
済
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
裁
判
所
は
、
権
力
・
権
限
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
思
考
方
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
制
定
法
令
と
専
門
職
自

主
法
が
分
離
し
相
互
に
補
完
し
あ
う
姿
が
み
え
な
く
な
る
と
い
う
問
題
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

三
　
行
政
法
を
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
権
力
・
権
限
で
は
な
く
、
権
能
︵authorization

︶
と
い
う
視
点
に
た
ち
、
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
す
る

空
間
に
お
い
て
、
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
で
あ
る
行
政
法
と
が
接
合
す
る
姿
を
分
析
し
た
。
権
能
と
は
、
他
者
に
対
す
る
シ
グ

ナ
ル
︵
命
令
、
約
束
、
情
報
等
︶
を
発
信
、
受
信
ま
た
は
変
換
す
る
と
い
う
機
能
・
作
用
で
あ
る
。
こ
の
分
析
の
結
果
、
以
下
の
点

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

権
能
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
空
間
に
お
い
て
、
医
療
職
集
団
、
州
・
連
邦
の
行
政
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
独
立
性

を
も
ち
並
列
・
対
等
な
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
各
組
織
は
、
相
互
に
、
シ
グ
ナ
ル
の
送
信
と
受
信
を
通
じ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
医
療
職
集
団
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
と
、
医
療
職
集
団
は
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
き
、

基
準
定
立
や
そ
の
適
用
等
、
医
療
職
集
団
の
決
定
を
行
う
。
行
政
機
関
は
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
専
門
知
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
認
め
、
こ
の
決
定
を
受
け
入
れ
て
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
行
う
。
行
政
法
の
側
か
ら
み
る
と
、
も
と
も
と
民
主
的
正
統
性
を

有
し
て
い
た
﹁
行
政
の
決
定
﹂
は
、
専
門
職
自
主
法
に
よ
っ
て
専
門
的
正
統
性
を
補
完
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
専
門
職
自

主
法
の
側
か
ら
み
る
と
、
も
と
も
と
専
門
的
正
統
性
を
有
し
て
い
た
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
行
政
法
に
よ
っ
て
民
主
的
正
統
性
を

補
完
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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し
た
が
っ
て
、
権
力
・
権
限
か
ら
み
た
と
き
、
行
政
法
が
専
門
職
自
主
法
を
構
成
し
て
い
る
姿
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
実

体
は
行
政
法
、
そ
の
様
態
は
専
門
職
自
主
法
で
あ
る
。
逆
に
、
権
能
か
ら
み
る
と
、
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
を
構
成
し
て
い
る
姿

が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
実
体
は
専
門
職
自
主
法
、
様
態
は
行
政
法
で
あ
る
。

四
　
専
門
職
自
主
法
の
中
に
生
成
す
る
「
行
政
法
」
の
徴
候

こ
の
よ
う
に
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
が
接
合
す
る
な
か
で
、
結
接
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
基
準
適
合
性
審
査
で
あ
る
。
専

門
職
自
主
法
の
空
間
に
お
い
て
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
基
準
は
自
主
基
準
で
あ
る
。
こ
の
自
主
基
準
は
、
制
定
法
令
で
あ
る
行

政
法
の
空
間
に
お
い
て
は
、
許
可
等
の
審
査
基
準
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
審
査
基
準
は
、
裁
判
判
決
に
お
い
て
は
、
裁
量
基
準
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
分
離
し
て
存
在
す
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判

決
︶
と
は
、
基
準
適
合
性
審
査
の
一
点
で
接
合
し
、
も
と
も
と
自
主
基
準
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
、
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
に
お

い
て
相
応
の
法
的
役
割
を
果
た
す
も
の
へ
と
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
基
準
適
合
性
審
査
は
、
専
門
職
自
主
法
に
お
い
て
は
専
門
知
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
制
定
法
で
あ
る
行
政
法
に
お
い

て
は
民
主
性
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
基
準
適
合
性
審
査
に
お
け
る
接
合
は
、
相
互
に
な
い
も

の
を
補
完
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
は
、
専
門
知
ま
た
は
民
主
性
の
充
填
と
い
う
積
極
面
の

他
に
、
た
と
え
ば
、
申
請
者
の
恣
意
的
排
除
や
市
場
に
お
け
る
独
占
等
の
否
定
面
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
負
の
事

例
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
は
、
司
法
審
査
に
お
い
て
、
権
利
保
護
の
視
点
か
ら
介
入
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
専
門
職
自
主
法
の

基
準
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
司
法
審
査
はdefer

︵
謙
抑
︶
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
そ
れ
自
体
の
中
に
も
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
と
機
能
的
に
等
価
の
原

理
、
実
体
法
お
よ
び
手
続
法
を
有
す
る
﹁
行
政
法
﹂︵
“adm

inistrative law

” avant la lettre. 

名
を
与
え
ら
れ
る
前
の
行
政
法
︶
の
生

成
が
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
専
門
職
自
主
法
を
定
立
し
て
い
る
医
療
職
集
団
の
中
に
、﹁
諸
権
力
﹂
統

合
的
仕
組
み
︱
︱
規
則
制
定
権
・
決
定
権
・
裁
決
権
と
い
う
三
つ
の
権
限
︱
︱
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。﹁
行
政
法
﹂

は
、
行
政
法
と
同
様
に
生
成
し
う
る
。
ま
た
、
行
政
法
は
、
社
会
管
理
機
能
︵
共
同
事
務
の
創
設
と
実
施
︶
お
よ
び
私
人
の
権
利
保

護
機
能
︵
国
家
権
力
の
抑
制
︶
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
医
療
職
集
団

が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
の
中
に
﹁
行
政
法
﹂
を
み
い
だ
す
と
き
、
こ
の
専
門
職
自
主
法
が
行
う
基
準
適
合
性
審
査
の
中
に
、
権

利
保
護
と
公
共
目
的
に
資
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
途
が
拓
け
る
だ
ろ
う
。

非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
は
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
か
ら
直
接
命
じ
ら
れ
、
ま
た
は
、

国
家
法
で
あ
る
行
政
法
を
み
な
が
ら
、
自
ら
そ
の
姿
に
倣
っ
て
、
専
門
職
自
主
法
の
中
に
﹁
行
政
法
﹂
を
創
造
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
、
行
政
法
、
専
門
職
自
主
法
、
そ
し
て
、﹁
行
政
法
﹂
を
有
す
る
専
門
職
自
主
法
の
三
要
素
か
ら
な
る
広
義
の
行
政
法
モ

デ
ル
の
輪
郭
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

注
（335）　

医
療
職
集
団
の
認
定
の
み
で
行
政
機
関
に
よ
る
法
律
上
の
資
格
の
付
与
と
い
う
法
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
単
独
型
接
合
の
場
合
、
こ
れ
は
顕
著
な
特

徴
で
あ
る
。

（336）　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
接
合
︵articulation

︶
は
、
前
掲
注
（211）
で
述
べ
た
後
者
の
意
味
で
の
接
合
、
す
な
わ
ち
、
明
確
な
言
語
形
態
に
よ
る
事
象

の
説
明
で
あ
る
。
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（337）　

制
定
法
令
に
よ
る
設
置
と
い
う
点
で
は
、
制
定
法
令
が
行
政
機
関
を
設
け
る
場
合
と
形
式
上
は
似
て
い
る
。

（338）　

そ
し
て
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
次
に
、
医
療
職
集
団
の
決
定
に
お
け
る
手
続
の
適
正
さ
が
審
査
さ
れ
て
い
る
。

（339）　

通
常
、
権
力
と
権
限
と
は
分
け
て
説
明
さ
れ
、
本
稿
で
も
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
用
い
る
。
た
だ
、
本
稿
は
、
こ
の
両
者
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
捉
え
た

特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
が
、
法
的
な
意
味
に
お
け
る
権
力
も
権
限
も
欠
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に

も
拘
わ
ら
ず
、
専
門
職
自
主
法
が
有
す
る
権
力
な
き
﹁
法
﹂、
権
限
な
き
﹁
決
定
﹂
の
特
質
を
解
明
す
る
前
提
作
業
と
な
る
。

（340）　

日
本
に
お
い
て
委
任
禁
止
法
理
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
水
野
豊
志
﹃
委
任
立
法
の
研
究
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
︶
二
五
八
︲

二
六
四
頁
、
駒
村
圭
吾
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
﹃
立
法
権
委
任
法
理
﹄
の
展
開
︱
︱
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
動
向
と
法
理
の
実
態
が
意
味
す
る

も
の　

一
﹂
法
研
六
七
巻
三
・
四
号
︵
一
九
九
四
年
︶
二
七
︲
三
一
頁
。

（341）　

日
本
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
蘆
部
信
喜
﹃
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
展
開
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
︶
三
六
一
︲
三
七
八
頁
、

木
下
・
前
掲
注
（322）
第
二
章
、
君
塚
・
前
掲
注
（322）
第
五
章
、
榎
透
﹃
憲
法
の
現
代
的
意
義　

ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
を
手
掛
か
り
に
﹄︵
花

書
院
、
二
〇
〇
八
年
︶
第
一
章
、
宮
下
紘
﹁
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
の
理
論
構
造
﹂
一
法
七
巻
二
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
二
四
七
︲
二
七
〇
頁
、

ま
た
、
州
憲
法
に
お
け
る
﹁
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
安
部
圭
介
﹁
州
憲
法
の
現
代
的
意
義
：
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
後

の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
権
保
障
の
新
し
い
あ
り
方　

四
、五
﹂
法
協
一
二
一
巻
八
号
︵
二
〇
〇
四
年
︶
一
〇
七
一
︲
一
一
三
四
頁
、一
一
号
︵
二
〇
〇
四

年
︶
一
八
三
一
︲
一
九
二
五
頁
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
。

（342）　

本
章
第
二
節
三
を
参
照
。

（343）　

See, e.g., Jody Freem
an, The Private Role in Public G

overnance, 75 N
.Y.U

.L. R
EV. 543, 584-85 ︵2000

︶. 

（344）　

See, e.g., Id. at 580. 

（345）　

See, e.g., D
avid Schoenbrod, The D

elegation D
octrine: Could the Court G

ive It Substance?, 83 M
ICH. L. R

EV. 1223, 1249-74 ︵1985

︶; Abram
son, supra note 
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176, at 208-16; Law

rence, supra note 332, at 676-94; G
illian E. M

etzger, Privatization As D
elegation, 103 C

O
LU

M. L. R
EV. 1367, 1456-86 ︵2003

︶.
　
　

ま
た
、ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
の
拡
大
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
は
、See, e.g., R

onald J. K
rotoszynski, Back to Briapatch: An Argum

ent 

in Favor of C
onstitutional M

eta-Analysis in State Action D
eterm

inations, 94 M
IC

H. L. R
EV. 302, 335-46 ︵1995

︶.

（346）　

See, e.g., Paul R
. Verkuil, Privatizing D

ue Process, 57 A
D

M
IN. L. R

EV. 963, 990-92 ︵2005

︶.

（347）　

Jody Freem
an, supra note 342, at 586-87. 

そ
こ
で
、Freem

an

は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
体
を
公
私
に
区
分
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
両
者
の
間
に
存

在
す
る
﹁
一
連
の
交
渉
す
る
関
係
﹂︵a set of negotiated relationships

︶
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、こ
の
関
係
を
特
に
﹁
契
約
﹂
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

手
続
的
ま
た
は
実
体
的
に
、
法
的
な
規
律
︵
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
契
約
を
含
む
。︶
を
及
ぼ
す
こ
と
を
主
張
す
る
。Id. at 592-664. 

ま
た
、
私
人
の
活

動
で
あ
る
自
主
規
制
を
規
制
の
手
法
と
し
て
認
め
た
う
え
で
、
こ
の
自
主
規
制
に
対
し
て
政
府
の
監
督
を
及
ぼ
す
こ
と
︵audited self-regulation

︶
を

主
張
す
る
も
の
と
し
て
、D

ouglas C
. M

ichael, Federal Agency U
se of Audited Self-Regulation As A Regulatory Technique, 47 A

D
M

IN. L. R
EV. 171 

︵1995

︶. 

　
　
﹁
私
的
主
体
が
、
か
つ
て
公
的
主
体
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
行
う
﹂
と
い
う
言
説
︱
︱
す
な
わ
ち
、﹁
公
的
主
体
が
、
か
つ
て
私
的
主
体
が
行
っ
て
い
た

業
務
を
行
う
﹂
と
い
う
語
り
方
で
は
な
い
︱
︱
は
、
民
営
化
︵privatization

︶、
外
部
委
託
︵governm

ent outsourcing

︶、
公
私
協
働
︵public private 

partnership

︶
等
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
現
象
に
対
し
て
、
主
と
し
て
憲
法
お
よ
び
行
政
法
の
立
場
か
ら
、
司
法
審
査
に
限
ら
れ
な
い
法

的
規
律
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、See, e.g., P

A
U

L R
. V

ER
K

U
IL, O

U
TSO

U
R

C
IN

G S
O

V
ER

IG
N

TY: W
H

Y P
R

IVATIZATIO
N O

F G
O

V
ER

N
M

EN
T F

U
N

C
TIO

N
S D

EM
O

C
R

A
C

Y A
N

D 

W
H

AT W
E C

A
N D

O A
B

O
U

T I T ︵2007

︶; J O
D

Y F
R

EEM
A

N & M
A

RTH
A M

IN
O

W eds., G
O

V
ER

N
M

EN
T B

Y C
O

N
TR

A
C

T: O
U

TSO
U

R
C

IN
G A

N
D A

M
ER

IC
A

N D
EM

O
C

R
A

C
Y ︵2009

︶.

（348）　

本
章
第
二
節
二
︵
三
︶
を
参
照
。

（349）　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
公
正
な
手
続
に
つ
い
て
は
次
稿
で
検
討
す
る
。

（350）　

こ
の
点
は
次
稿
で
検
討
す
る
。
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（351）　

こ
れ
は
、
た
だ
事
実
と
し
て
力
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。R

U
B

IN, supra note 211, at 76.
（352）　

Id. at 77.
（353）　
﹁
権
限
・
権
力
︵pow

er

︶
と
い
う
用
語
は
、
中
世
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
代
の
思
想
︵contem

porary thought

︶
に
お
い
て
も
論
者

毎
に
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
論
者
毎
の
意
味
を
確
定
し
論
者
間
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
の
益
は
少
な
い
﹂
と
、R

ubin

は
述
べ
て
い
る
。Id. at 76.

（354）　

Id. at 77-78.

﹁
行
政
国
家
に
お
け
る
命
令
の
ほ
と
ん
ど
は
、多
く
の
構
成
員
か
ら
成
る
複
数
の
制
度
︵
議
会
や
規
制
行
政
機
関
等
︶
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
前
に
は
、
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
、
立
証
、
交
渉
、
事
務
︵staff w

ork

︶、
戦
略
上
の
和
解
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
制
定
法

や
規
則
に
は
個
々
人
の
ど
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
命
令
の
受
け
手
の
意
思
も
、
命
令
の
発
信
者
の
意
思
と
同
様
に
特
定
し

が
た
い
。
上
記
諸
制
度
は
、
命
令
を
発
信
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
公
私
を
問
わ
ず
他
の
諸
制
度
の
意
思
の
受
け
手
で
も
あ
る
﹂。Id. at 78. 

（355）　
﹁
権
能
︵authorization

︶
と
は
、︵
統
治
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
︶
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
作
用
す
る
最
大
の
範
囲
を
指
し
、
そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
活
動
︱
︱
シ
グ
ナ
ル
の
受
信
、送
信
、変
換
に
か
か
わ
ら
ず
、シ
グ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
活
動
︱
︱
の
総
体
を
指
す
﹂。

R
U

B
IN, supra note 211, at 97. 

（356）　
﹁
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
政
府
内
の
個
人
︵individuals

︶
お
よ
び
制
度
︵institution

︶
が
あ
る
﹂。﹁
権
能
は
、
政
府
の
生
き
生
き
と
し
た
構
造
を
ミ
ク
ロ
な

視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
能
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
モ
デ
ル
を
基
礎
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂。Id. at 97.

（357）　

Id. at 98.

（358）　

Id. at 97. 

権
力
・
権
限
概
念
を
用
い
て
、
他
に
対
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
み
る
と
き
に
は
、﹁
遂
行
を
促
す
た
め
の
意
思
表
明
︵
遂
行
発
話
︶﹂
の
う
ち
の
﹁
命

令
﹂
が
主
た
る
分
析
対
象
と
な
る
。Id. at 99. 

す
な
わ
ち
、
権
力
・
権
限
概
念
を
念
頭
に
お
い
た
と
き
問
題
と
な
る
の
は
、
他
者
が
そ
の
命
令
に
服
従
す

る
か
否
か
、
ま
た
は
、
そ
の
命
令
が
倫
理
上
正
当
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
他
方
、
権
能
概
念
は
こ
れ
ら
を
問
題
と
し
な
い
。Id. at 92.
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（359）　
Id. at 97-98.

（360）　
Id. at 92. ﹁

権
力
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
と
、
政
府
三
部
門
や
権
力
分
立
概
念
を
用
い
て
分
析
す
る
こ
と
と
な
る
﹂。Id. at 91.

（361）　

Id. at 98-99.

（362）　

本
節
二
を
参
照
。

（363）　

個
々
の
医
療
専
門
職
の
自
由
意
思
に
よ
る
結
社
で
あ
る
。

（364）　

法
定
設
置
の
場
合
も
あ
る
。
法
定
設
置
の
医
療
職
集
団
は
、
そ
の
設
置
法
に
よ
っ
て
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る
。
こ
の
医
療
職
集
団
の
決
定
も
ま
た
、

そ
の
根
拠
法
に
よ
っ
て
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
民
主
的
正
統
性
の
前
段
階
で
、
法
定
設
置
の
医
療
職
集
団
の
決
定
は
専
門
知
に

よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
て
も
い
る
。

（365）　

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
行
政
機
関
は
、
合
衆
国
憲
法
で
は
な
く
制
定
法
令
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
に
根
拠
を
も
た
な
い
と
い
う
点

で
は
、
そ
の
設
置
お
よ
び
﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
つ
い
て
民
主
的
正
統
性
が
不
足
し
て
い
る
。R

ichard B
. Stew

art, The Reform
ation of Am

erican 

Adm
inistrative Law

, 88 H
A

RV. L. R
EV. 1669, 1674-76 ︵1975

︶. 

本
稿
で
扱
う
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
さ
ら
に
民
主
的
正
統
性
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

（366）　

本
節
三
︵
一
︶
参
照
。　

（367）　
﹁
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
事
案
ご
と
に
、
当
該
事
案
に
最
適
な
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
も

医
療
職
集
団
も
並
列
・
対
等
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
﹂。R

U
B

IN, supra note 211, at 97.

（368）　

北
島
周
作
﹁
基
準
認
証
制
度
︱
そ
の
構
造
と
改
革
︱
﹂
本
郷
法
政
紀
要
一
〇
号
︵
二
〇
〇
一
年
︶
一
六
二
︲
一
六
三
頁
。

（369）　

B
ernard Schw

artz, Adm
inistrative Term

inology and the Adm
inistrative Procedure Act, 48 M

IC
H. L. R

EV. 57, 80-89 ︵1949

︶.

（370）　

Eleanor D
. K

inney, Private Accreditation as a Substitute for D
irect G

overnm
ent Regulation in Public H

ealth Insurance Program
s: W

hen Is It 
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Appropriate?, 57 L

AW &
 C

O
N

TEM
P. P

R
O

B
S. 47, 49 ︵1994

︶.
（371）　

E
LIO

T F
R

EID
SO

N, P
R

O
FESSIO

N
A

LISM D
O

M
IN

A
N

C
E: T

H
E S

O
C

IA
L S

TR
U

C
TU

R
E O

F M
ED

IC
A

L C
A

R
E 94 ︵1970

︶. 

エ
リ
オ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ド
ソ
ン
著
︵
進
藤
雄
三
・
宝

月
誠
訳
︶﹃
医
療
と
専
門
家
支
配
﹄︵
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九
二
年
︶
八
八
頁
。G

ELLH
O

R
N, supra note 140, at 109, 113. 

ゲ
ル
ホ
ー
ン
・
前
掲
注
（140）

一
三
〇
︲
一
三
一
、一
三
五
︲
一
三
六
頁
。

（372）　

G
ELLH

O
R

N, supra note 140, at 119, 145. 

ゲ
ル
ホ
ー
ン
・
前
掲
注
（140）
一
四
二
、一
七
四
頁
。﹁
免
許
制
を
と
れ
ば
、
公
衆
は
、
不
適
格
者
あ
る
い
は
不
謹

慎
者
に
対
し
て
保
護
さ
れ
る
﹂。Id. at 109. 

同
一
三
一
頁
。

（373）　

Id. at 125-29, 145. 

同
右
一
五
〇
︲
一
五
五
、一
七
四
頁
。
免
許
制
の
導
入
に
は
、
表
向
き
の
理
由
﹁
の
他
に
も
必
ず
、
余
り
強
調
さ
れ
な
い
二
、三
の

目
的
が
あ
る
﹂。﹁
競
争
上
の
利
益
あ
る
い
は
収
入
の
増
加
を
得
る
こ
と
﹂、
そ
し
て
、﹁
良
心
的
な
実
務
家
に
要
求
さ
れ
る
知
識
、
熟
練
、
廉
直
さ
を
公

に
承
認
し
て
も
ら
う
こ
と
﹂
で
あ
る
。Id. at 109.

同
一
三
一
頁
。F

R
EID

SO
N, supra note 370, at 83.

フ
リ
ー
ド
ソ
ン
・
前
掲
注
（370）
七
七
頁
。 

（374）　

こ
れ
ら
の
法
は
非
国
家
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
﹁
﹂
を
つ
け
る
。

（375）　

F
R

EID
SO

N, supra note 370, at 93. 

フ
リ
ー
ド
ソ
ン
・
前
掲
注
（370）
八
七
頁
。
医
療
の
専
門
知
の
核
心
は
、
同
僚
評
価
の
評
価
基
準
、
す
な
わ
ち
審
査
基
準

の
定
立
の
な
か
に
現
れ
る
。
な
お
、
専
門
主
義
の
源
泉
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
共
同
体
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
藤
垣
裕
子
﹃
専
門
知
と
公
共
性　

科

学
技
術
社
会
論
の
構
築
へ
向
け
て
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
︶
一
三
︲
三
〇
頁
。

（376）　

Susan O
. Scheutzow

, State M
edical Peer Review

: H
igh C

ost But N
o Benefit- Is It Tim

e for a C
hange?, 25 A

M. J. L. &
 M

ED. 7, 7 ︵1999

︶.

（377）　

前
掲
注
（261）
参
照
。

（378）　

G
ellhorn, supra note 122, at 9. 

専
門
知
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
有
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
間
に
情
報
の
格
差
が
生
ず
る
。
こ
の
格
差
が
、
医
療

専
門
職
に
対
す
る
行
政
法
規
制
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
情
報
格
差
が
生
じ
て
も
な
お
、
医
療
専
門
職
に
対
す
る
行
政
法
規
制
で
あ
る
医
師
免
許
制

度
は
不
要
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の
と
し
て
、M

ILTO
N F

R
IED

M
A

N, C
A

PITA
LISM A

N
D F

R
EED

O
M 149-60

︵1962

︶.

ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
︵
熊
谷
尚
夫
、
西
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山
千
明
、
白
井
孝
晶
訳
︶﹃
資
本
主
義
と
自
由
﹄︵
マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
ブ
ッ
ク
、
一
九
七
五
年
︶
一
六
九
︲
一
八
〇
頁
。

（379）　
Louise G

. Trubek, N
ew

 G
overnance and Soft Law

 in H
ealth C

are Reform
, U

niv. of W
isconsin Law

 School, Legal Studies R
esearch Paper 

Series, N
o. 1018, 14 ︵2006

︶, available at http://papers.ssrn.com
/sol3/papers.cfm

?abstract_id=908674

︵last visited D
ec. 6, 2013

︶.

（380）　

た
と
え
ば
、
一
七
六
六
年
︵
植
民
地
時
代
︶
に
創
設
さ
れ
独
立
革
命
後
も
唯
一
現
存
す
る
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
医
師
会
︵
現
在
のM

edical Society 

of N
ew

 Jersey
︶
は
、constitution

お
よ
び by-law

s

を
定
立
し
て
い
る
。http://w

w
w

.m
snj.org/p/cm

/ld/fid=27

︵last visited D
ec. 6, 2013

︶.

　
　

こ
こ
で
い
うconstitution

は
、
各
医
療
職
集
団
の
内
部
で
そ
れ
ぞ
れ
定
立
さ
れ
るconstitution

で
あ
り
、
職
種
︵
と
し
て
の
た
と
え
ば
医
師
︶
全
体

を
貫
くconstitution

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、Teubner

の
い
うsocietal constitution

で
は
な
い
。Teubner

の
い
うsocietal constitution

と
は
、

宗
教
・
経
済
・
科
学
と
い
っ
た
、
他
の
機
能
的
社
会
シ
ス
テ
ム
と
並
立
す
る
一
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
法
シ
ス
テ
ム
の
枠
を
超
え
て
、
各
機
能
シ
ス
テ
ム

の
メ
タ
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
創
発
し
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
す
べ
て
に
関
わ
る
、
新
し
いhybrid m

eta-code

を
指
す
。
ト
イ
ブ
ナ
ー
︵
綾
部
六
郎
・
尾

崎
一
郎
訳
︶﹁
二
値
編
成
複
合
性
の
立
憲
化
：
国
民
国
家
を
超
え
た
社
会
的
立
憲
主
義
に
つ
い
て
﹂
新
世
代
法
政
策
学
研
究
一
〇
巻
︵
二
〇
一
一
年
︶

一
八
一
頁
。

　
　

Teubner

がsocietal constitution

を
構
想
す
る
理
由
を
、
綾
部
六
郎
・
尾
崎
一
郎
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。﹁
ト
イ
ブ
ナ
ー
教
授
が
こ
の
よ
う
な

em
erging hybrid m

eta-coding

︵
と
し
て
のconstitution

︶
と
い
う
も
の
を
、
近
代
社
会
に
お
い
て
分
出
し
た
、
法
、
経
済
、
宗
教
、
政
治
、
科
学
と
い
っ

た
相
互
に
自
律
的
な
機
能
シ
ス
テ
ム
の
メ
タ
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
構
想
す
る
の
は
、
…
…
各
シ
ス
テ
ム
︵
と
り
わ
け
経
済
シ
ス
テ
ム
︶
の
拡
大
・
暴
走
・

自
己
破
壊
に
対
し
て
、ほ
か
の
シ
ス
テ
ム
︵
と
り
わ
け
法
シ
ス
テ
ム
︶
が
直
接
的
に
介
入
・
統
御
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂。
同
一
八
二
頁
訳
注
二
。
ま
た
、

ト
イ
ブ
ナ
ー
・
前
掲
注
⒁
三
︲
六
頁
。

（381）　

と
は
い
え
、
こ
の
排
除
機
能
は
、
職
業
免
許
制
や
中
世
の
ギ
ル
ド
制
度
が
そ
の
職
業
を
排
他
的
に
独
占
し
て
い
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
当
該
医
療
職
集

団
と
の
関
係
で
排
除
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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（382）　
﹁
連
邦
の
立
法
権
の
枠
か
ら
い
っ
て
、連
邦
の
法
律
に
よ
っ
て
全
国
一
律
の
法
規
制
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
憲
法
上
不
可
能
﹂
な
分
野
で
あ
る
。﹁
ま
た
、

連
邦
の
裁
判
権
の
枠
か
ら
い
っ
て
、
全
て
の
事
件
が
少
な
く
と
も
最
終
的
に
は
連
邦
裁
判
所
の
審
査
の
対
象
と
な
る
と
い
う
体
制
を
と
り
え
な
い
以
上
、

連
邦
裁
判
所
の
判
決
を
通
し
て
判
例
法
の
統
一
を
図
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
﹂。﹁﹃
ア
メ
リ
カ
法
の
統
一
﹄
と
は
、
連
邦
の
立
法
で
一
律
に
規
制
で

き
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
法
の
統
一
と
同
様
の
性
質
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
﹂。
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論
︵
下
︶﹄︵
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
︶
六
四
一
頁
。

（383）　

ま
た
、
州
政
府
や
連
邦
政
府
で
は
な
く
医
療
職
集
団
が
単
独
で
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
統
一
的
に
公
衆
衛
生
事
業
を
行
っ
た
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会

︵A
M

A

︶
に
よ
る
活
動
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶
は
、﹁
公
衆
衛
生
の
改
善
﹂
を
創
設
目
的
の
一
つ
に
掲
げ
、
創
設
当
時
急
速
に
発
展
し
つ

つ
あ
っ
た
近
代
医
学
の
知
見
を
駆
使
し
た
基
準
認
定
活
動
を
通
し
て
、様
々
な
公
衆
衛
生
や
予
防
医
学
の
事
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

牛
乳
の
質
の
改
善
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
の
極
め
て
高
い
乳
児
死
亡
率
の
原
因
は
、細
菌
が
混
入
し
た
牛
乳
や
水
で
薄
め
た
牛
乳
に
あ
っ
た
。
本
来
、

こ
の
よ
う
な
公
衆
衛
生
事
業
は
、
各
州
の
も
つpolice pow

er

に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
民
間
の
医
療
職
集
団
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶
は
、

一
八
九
二
年
以
降
、
牛
乳
の
検
査
基
準
を
定
め
、
そ
の
基
準
に
適
合
し
た
牛
乳
を
、﹁
認
証
牛
乳
︵certified m

ilk

︶﹂
と
し
て
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶

の
承
認
票
︵seal of approval

︶
を
付
し
た
。
こ
の
認
証
牛
乳
が
全
米
レ
ベ
ル
で
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
乳
児
死
亡
率
は
低
下
し
た
。D

U
FFY, supra 

note 126, at 226-27.

ダ
フ
ィ
・
前
掲
注
（126）
二
六
八
︲
二
六
九
頁
。

（384）　

行
政
お
よ
び
行
政
法
が
有
す
る
社
会
管
理
機
能
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
遠
藤
博
也
﹃
行
政
法
Ⅱ
各
論
﹄︵
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
七
年
︶
八
︲

一
七
頁
。
行
政
に
つ
い
て
は
、
公
的
諸
問
題
を
管
理
し
、
方
向
づ
け
、
指
揮
す
る
活
動
す
な
わ
ち
公
務
の
管
理
と
捉
え
、
か
つ
、
歴
史
的
か
つ
論
理
的

に
み
る
と
そ
の
遂
行
主
体
は
政
府
そ
の
他
公
共
団
体
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、
近
代
国
家
が
、
共
同
体
成
員
の
自
主
管
理
か
ら
当

該
事
務
を
横
領
、
吸
収
し
た
結
果
、
国
家
事
務
に
な
っ
た
、
と
把
握
す
る
も
の
と
し
て
、
田
口
富
久
治
﹃
行
政
学
要
論
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
︶
一

︲
二
頁
。



483

行政法を構成する専門職自主法（四・完）（安田）
　
　

本
稿
が
検
討
し
た
よ
う
に
、
社
会
管
理
機
能
は
、
行
政
お
よ
び
行
政
法
の
み
が
担
う
も
の
で
は
な
い
。

（385）　

本
稿
第
一
章
第
二
節
一
を
参
照
。

（386）　

た
だ
し
、
行
政
権
は
、
国
家
権
力
の
分
立
を
前
提
と
し
て
定
位
し
て
い
る
の
に
対
し
、
医
療
職
集
団
は
、
そ
の
創
設
当
初
か
ら
、
そ
の
内
部
に
内
部
を

統
治
す
る
た
め
の
統
合
的
な
﹁
諸
権
力
﹂
を
有
し
て
い
る
。

（387）　

次
稿
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。




